启. ^お F、/itf' まォ M 


East  Asia 


PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


IlatsuTioto,  Shi^ehikc 
Seinan  Ajia  ^engo 
no  keito 


5 

3 


3 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


岩波 講座 東洋 思潮 S 洋 言語の 系 8 


-四南 亞細亞 言語の 系統 松 本重彥 


岩 波 書 


店 


:、:'hi が hike 
に ia  gengo 


^AOVE 

HIS  POCKET 


LIBRARY 


西南 亞細亞 言語の 系統 


松 本 重 


彦 


Shigehi 
•jia  £;en 


4/S  POCK 


LIBRARY 


西南 アジ ャの言 語の 系統 を 問題に すれば、 どうしても ァラ ビヤ 一語、 ペルシャ 語、 ト ル コ ；^！^の所屬を說くことが主に 

なるやう に 思 はれる。 それ をい ふに つれて、 これらの 言葉と ひっか、 りのある いろいろの 言葉が 引き合. ひ に 出て 來、 

さまざまの 重要な 言語 學 上の 問題に もぶ つかつ て、 どうしても それ を 解いて 行かねば ならず、 また それ を 解く ことに 

よ つ て、 與 へられた 西南 アジ ャの 言葉の 系統と いふ 問題の 核心に 觸れる こと もで きる ので ある。 

ァラ ビヤ 語、 ペルシャ 語、 トルコ 語と ならべて ヌて も、 た 見た だけで は、 意味がない やうで あるが、 よく 考 へれ 

ば、 意味の 深い ことが 感ぜられる。 まづ この 三つの 言葉 は 全く 系 圖 を 異にする ものである。 ところが 今日で は 三つと 

もァラ ビヤ 文字 を 以て 書かれる 上に、 宗敎上 及び 歷 史上の 因緣 によつ て、 まづぺ ルシ ャ 語が ァラ ビヤ； の 感化 を 受け 

て、 著しく 多くの ァラ ビヤ 語の 單語を 入れ、 夥しく ァラ ビヤ 語の 熟語 や 成句 を 使 ひ、 その上に ァラ ビヤ 語の 文法の 影 

響 を も 蒙つ て、 うはべ から は雜糅 語と しか 見え なくなつ てゐ る、 そして トル コ語 がァラ ビヤ 語の 感化 を 受ける とと も 

に、 ベ ルシ ャ 語の 感化 を も 受けて、 著しく 多くの ァラ ビヤ 語の 單語 とともに 著しく 多くの ぺ ルシ ャ 語の 單語を 人れ、 

夥しく ァラ ビヤ！^ i の 熟語 や 成句 とともにべ ル シ ャ 語の 熟語 や 成句 を 使 ひ、 その上に ァラ ビヤ 語の 文法の 影響と ともに 

ぺ ルシ "語の 文法の 影響 を 蒙つ て、 これ またう はべから は雜糅 語と しか 見え なくなつ てゐ る。 それで この 三つの 言葉 
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は、 書， いたの を 見ても 素人の 目に は 同じ やうな 言葉と しか 映らず、 話す の を 聞いても 素人の 耳に は 同じ やうな 言葉と 

しか 響かず、 や 、 この 三つの 言葉の 文法 を 知つ たもの のみに その 根本に 於て は 全く 同じから ざる ものである こと を 示 

すので ある。 例へば 「月の 光」 とい ふこと をァラ ビヤ 文語で は m-lm-llwanlari 、とい ひ、 ペルシャ 文語、 トルコ 文語で 

は m-ll--i ず mar とい ふ。 ペルシャ 文語と ト ル コ文 語と が 全く 同じで あるの は、 ト ル コ 文語が ぺ ル シ ャ 文語の 形 を その 

ま、 取って 用ゐ たからで ある。 一目 見ても わかる やうに、 二つ ともよく 似て ゐて、 違 ふところ は 第一の 單語 たる ミ -コ- 

の 末に 一 方に は U がつ いて ゐ るのに、 他の 一 方に は それが なく、 第二の 單語 たる 一で unar の 末 も 一 方に は .1 がつ いて ゐ 

るのに、 他の 一 方に は それが なく、 また この 二つの 單語を 結び 附け るのに 一 方 は 第二の 單 語の 頭に ー を 冠ら せ、 他の 

1 方 は 第」 の單 語の 尾に i を 履かせる ことで ある。 llal- 「光」 Ifamal- 「月」 ともに ァラ ビヤ 語で あつ て、 それが ペル 

シャ 語、 トルコ 語に はいった ので ある。 llflrll-ll.s,mari と nfir-i  l^flmar との 二つ を はじめて 見、 または 聞いた 人 は、 

恐らく は 同じ やうな 言葉と しか 感じない であらう。 や、 文法 を 知って、 ー は 第二の 單 語の 戴く 冠詞の  ー11 が 第一 の單 

語の 語尾の U に 引かれて 落ちた もので あり、 この 第 一 の單 語に 冠詞が な いのは 構造 格と いつ て 下に 生 格を迎 へる 形で 

あり、 第二の 單 語の 語尾が i とな つ てゐ るの は 生 格の 形で ある ことが わかる と、 ざ つ とァラ ビヤ 語の 名詞の 文法の 輪 

郭が 得られ、 また 第一 の單 語と 第二の 單 語との 間にある ー は 名詞と 名詞、 または 名詞と 形容詞 を 結び 附 ける ために 受 

ける 方の 名詞の 末に 添へ る 母 昔で ある ことが わかる と、 それでべ ルシ ャ 語の 名詞の 文法の 大體が 知れて、 ァラ ビヤ 語 

とべ ルシ ャ 語と は 根本に 於て 文法が 違 ふとい ふこと に氣 がっくの である。 さらに 文章の 組み立て 方 を 較べれば、 根本 

に 於て 同じから ざる ことが いよいよ はつ きりす る。 「父が 子供に 一 冊の 本 を 輿へ た 一 とい ふこと をァラ ビヤ 文語で は 


一 A.U-raKl  kitaban ビ a-lwaladi とい ひ、 ペル シ ャ 文語で は Peder  be-piser  jak  -.^ ckd とい ひ、 トル コ文 一語で 

は Peder  OJ; ュ a  hir  kiUb  werdi とい ふ。 三つと もに 共通な の は kitab で、 これ は 「本」 とい ふ 意味の ァラ ビヤ 語、 

また。 へ ルシ ャ 語と トルコ 語と に は peder とい ふの が 共通で、 これ は 「父」 とい ふ 意味の ぺ ルシ ャ； である。 文章の 組 

み 立て 方 を 較べる ために 文章の 中の 單 語の 順序 をい ふと、 ァラ ビヤ 語 は 「(彼) が與 へた、 冠詞、 父が、 本 を、 に、 冠 

詞、 子供」 であり、 ベ ルシ ャ語は 「父、 に、 子供、 一 つの、 本 を、 (彼が) 與 へた」 であり、 トルコ 語 は 「父 〔が〕、 子 

供に、 一つの、 本 〔を〕、 (彼が) 與 へた」 であつ て、 ァラ ビヤ 語 だけが 目立って 遠 ひ、 ぺ ルシ ャ； おと トルコ 語と は大 

體 似て ゐる ことに がっく。 細かに 較べ ると 、「に」 とい ふ 意味が ァラ ビヤ； f^i とべ ルシ ャ 語と では 前置詞で いはれ るの 

に、 トル コ語 では 格 助詞で いはれ る こと、 また 「を」 とい ふ 意味が ァラ ビヤ 語で は 語尾 變化 であら はされ、 ペルシャ 

語で は 一種の 助詞 を 以て あら はされ、 トルコ 語で は 何の あら はし もない ことに も I やが つく。 ついでに いふ、 トルコ 語 

では 「を」 とい ふ 意味 を あら はすのに も 格 助詞 を 添 へ るの が 正則で あるが、 この 例の やうに 「一 つの」 とい ふやうな 

言葉が つくと、 その 格 助， 1 を^いて いはない ので ある。 かゃぅにしてだんだんにァラビャ；^!、 ぺルシャ；^^ トルコ 語 

の 三つ は、 个 口 では どれほど そのう はべ の 形が 似て ゐて も、 根本に 於て は 全く 同じから ざる ものである ことが 了解 さ 

れる であらう。 

ァラ ビヤ ld§、 ペルシャ；^^ トル コ語の三っは西南ァジャの地に於て；^^もぉカなー：：！！葉でぁる。 ァラ ビヤ；^ i は (： ル敎 の；；！  一  II 

葉と して、 ペルシャ Si は文學 のず 葉と して、 トルコ 語は少 くと も 大戰の 前まで は 政治の ("a 葉と して、 西南 アジ ャの民 

を 支配した もので あろ。 大戰 のために トルコが 崩れて、 トル コ；^！^の勢はもはゃ昔のごとくではなぃが、 それでも 惰力 
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はな ほ ある。 ァラ ビヤ 語と ペルシャ 語と に 至って は、 もとより その 勢 を 失 ふところがない。 これ は 今の 話であって、 

昔の ことに 心 を 向ける ものに 取つ て は、 この 三つ の 言葉の この 西南 アジ ャの 地に 於け る 勢が 久しくつ^い たがために • 

どうしても これに 兼ね 通じなくて は 不便が 少 くないと ころから、 ョ ー & ツバ に 於て は 東洋 學に 志す 人々 はま づ この 三 

つ の 言葉 を學ん で、 それ を土臺 にして 外の 言葉に 涉る のが 長い間の 習 はし を 成し、 今日で もな ほその 風 を 改めない C 

學 問の 問け なかった 時分に はこの 三つの 言葉 を 「東洋の 三つの 言葉」 と稱 へて、 兼ねて その 堂奥に 人ら ずん ば 止まず 

とい ふ 勢 を 示した 學者も 珍ら しく はな か つ た。 學 問が 開けて この 三つの 言葉 は 三つの 相 異なる 系統に 屬 する 言葉で あ 

る ことが は つ きりした 上に、 言葉の 研究 はどうしても 同じ 系統に 屬 する 數 多くの 言葉に 當ら ない と 進み 得ない もので 

あると いふ ことが 明かに なつ たので、 三つと も 兼ねて その 堂に 上らう とい ふやうな 野心 を もつ 人は少 くな つ た。 しか 

しはじめて 東洋の 學に 志す ものが まづ この 三つの 言葉 を學 ぶと いふ 風 はな ほ殘っ てゐ る。 これ は 第一 に は 文字が 同じ 

く、 第二に はァラ ビヤ 語の 知識 はべ ルシ ャ語を 學ぶ道 をよ ほど 平 かにし、 ァラ ビヤ 語と ぺ ルシ ャ 語と を 知つ てゐれ ば- 

トルコ 語 を 知る に は 何の 苦勞 もな く、 第三に は これら 三つの 言葉 を 話す 國民は 昔から 宗敎を 同じく し、 文化 を 同じく 

して、 いろいろの 點 から 兼ね 學び 易い からで も あるが、 これら 三つの 言葉 を 併せ 學 ベば、 互に 相 助けて 爲 になる こと 

が 多い のが 本に な つ てゐ るので あらう と 思 ふ。 

ァラ ビヤ 語、 ペルシャ 語、 トルコ 語の 三， つ は 西南 アジ ャの 地に 於て 最も 有力な 言葉で あると ともに、 また この 地に 

於け る 三つの 大きな 言葉の 系統 を 代表す る 言葉で も ある。 この 西南 アジ ャの 地に かって 行 はれた 言葉に は これらの 三 

つ の  一一！ 一  n 紫 の 系統に 屬 しない.^ の もあった が、 今日 この 地に 行 はれる 言葉 はす ベて これらの 三つの 言葉 の 系統 の いづれ 


かに 屬 する。 も つ とも 普通に 西南 アジ ャと 呼ばれる 地域から 少しく 北に 出た 力 フ カズの 地に は、 全く これらの 言葉と 

系統 を 異にする 雷 葉が 行 はれて ゐて、 遠い昔に 遡る と、 この 力 フ カズ の 地に 今 行 はれて ゐる 言葉と 系統 を 同じく する 

であらう と考 へられる 言葉が メソボ タ ミヤから 小 アジ ャへ かけて ずつ と 廣く行 はれて ゐ たやう であるが、 そのこと は 

後に 述べる ことにして、 こ、 ではい ふまい。 さて ァラ ビヤ 語、 ペルシャ 語、 トルコ 語が 三つの 大きな 言葉の 系統 を 代 

表する とい ふの は、 ナラ ビヤ 語が セ ミト 語 系 を 代表し、 ベ ルシャ 語が インド ョ ー n  . パ語系 を 代表し、 トルコ 語が ト 

ルコ語 系 を 代表 するとい ふこと である。 ァラ ビヤ 語が セ ミト 語 系に 屬し、 ベ ルシ ャ 語が インド ョ ー 口 ッパ語 系に 馬し- 

トルコ 語が トルコ 語 系に 屬 する こと は、 もはや 今日で は 常識であって、 改めてい ふの がむ しろ 餘 計の やうに 思 はれる 

であらう が、 この 最も 常識的な こと を も かい 摘んで 述べて 置かない と、 都合が わるい。 

セ ミト 語 系と いふ 名に してから が、 今日で は 誰でも 何の こだ はり もな く 用 ゐてゐ る けれども、 これが學界の通；^iiと 

なる までに は迂餘 曲折が ある。 セ ミトと いふ 名 は舊約 書の 創世記に 出で 來る セム とい ふ 傳說的 人物の 名から 作った も 

ので、 平たく い へば、 r セ ム に屬 する」 とか、 「セ ム の 血筋 を 引いた」 とかい ふ 意味 を あら はす 言葉で ある。 セム とい 

ふ傳說 上の 人物の 子孫の ことの 書いて あるの は、 舊約 書の 創世記の 第 十 章で、 そこに は 古代へ ブライ 人の 知つ てゐた 

世界の 人類 をす ベて ノアの 子 セム、 ハム、 ャべテ の 三人から 出た ものと し、 へ ブライ 人 を セムの 子 アル パク サヂ から 

血筋 を 引いて ゐる ものと し、 セムの 子に はこの アル パク サヂの 外に エラム、 ァシ ュル、 ルデ、 ァ ラム を 舉げ、 それら 

の ものの 子孫に も 及び、 これら は その 系 園、 言語、 住 地、 屬 ni^ の 上より して セムの 子孫で あると. いって ある。 この 記 

事 はごく 短 かにい ふと、 舊約時^t^の へブラィ人が世界の^^國：^：をどぅぃふ風に見てゐたかを示すもので、 常時の へ 
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ブライ 人の 歷 史的 感情 を あら はした ものに 過ぎない。 エラムと ルデと を セムの 子と して あるが、 これら は アツ シリャ 

の 被 管であった とい ふだけ で、 へ ブライ 人と は 人種 も 違へば、 言葉 も 似た ところがな いもので あり、 またへ ブライ 人 

と 人種の 上から も、 言葉の 上から も 最も 近い カナ ァ ンを クシ、 ミツ ライム、 フテ とともに ハム の 子と 書いて ゐ るの は 

當時 カナ ァ ン人 (フ. ^ィニ ケ ー 人) が 政治 上に も、 文化 上に も ミツ ライム (H ジ ブト) と 密接な 關係を もつ てゐ たの 

に本づ いた ものである。 故に この 記事 は元來 人種の 差別、 言語の 異同 を 主眼と した ものと はい はれない ので ある。 近 

代に 至 つ て へ ブライ 語と ァラ ビヤ 語の 似て ゐる ことが 明かに なり、 へ ブライ 語と ァラ マ ィ 語の 似て ゐる こと も 知られ- 

これらの 言葉と ェ チォ ビヤ 語の 似て ゐる こと も わかつ て來 ると、 これらの 言葉 を 一 まとめに して 呼ぶ 名稱 のない の を 

不便と する やうに な つ た。 それで 西 唇 一 千 七 百 八十 一年に ァゥグ スト . ルト ヴィヒ • シ ユレ I ッ- ルがゴ トフ リ， I 卜 • 

アイヒホルンの 「聖書 及び 東洋 文學 綱要」 とで も譯 すべ き 表題の 本の 中の 一 項と して 執筆した 「力 ルデャ 人に ついて」 

とい ふ 文の 中に、 創世記 第 十 章の 記事に よつ て これらの 言葉 を 「セ ム に屬 する」 もしくは r セ ム の 血筋 を 引いた」 言 

葉と いふつ もりで Semitisch と 呼ぶ がい、 と唱へ 出し、 後 六 年、 卽 西暦 一 干 七 百 八十 七 年に アイヒホルン 自ら その 著 

r 舊約書 階梯」 の 第二 版に この 新ら しい 名 を用ゐ たが、 それが きっかけ となって Semitisch とか、 Semiten とかい 

ふ 言葉が かう いふ 目的で 用 ゐられ る ことにな つたので ある。 Semitisch と い ふ 言葉 は舊約 書の 中 の 傳說上 の 人物の 名 

Sem に 系統 または 所屬を あら はす 後 綴 -it- を 加へ て Seniit とい ふ 名詞 を 作り、 それに ドイツ語の 形容詞 を 作る 綴 

-iscli を 加へ て 形容詞の 形に した もので あり、 Semiten とい ふの は Se ョ it とい ふ 名詞の 複數の 形で ある。 また 英語で 

はこれ を Semitic とい ひ、 Semites とい ふ。 故に これ を わが 國 語に 入れる に當っ て は、 必ず セ ミトと いはねば ならぬ 


と 思 ふ。 世に はや k も すれば セム 人種と か、 セム語 系と かいふ 言 ひ 方 をす る 人が あるが、 セム とい ふの は^ 人の 名で 

あるから、 セム 人種と か、 セム語 系と かいふの は奇に 過ぎる やうな 氣 がして ならない。 

へ ブライ 語、 アラマ ィ語、 ァラ ビヤ 語、 H チォ ピャ 語な どが 同じ 言葉の 系統に 屬 する こと、 及び それが セ ミト 語 系 

と 呼ばるべき こと は、 すでに 西曆第 十八 世紀の 末に は 人の よく 知る ところと なった。 そして 第 十九 世紀に 入って は 楔 

形 文字が 讀 める やうに なり、 バ ビ 口 ン 語が わかる やうに なつ て、 これ また この 語 系に 屬 する ものなる ことが 明かに な 

り、 さらに 古代エジプト 語 もこの 語 系に 屬 する ことが ァ ドルフ •  H ルマン の 長い 問の 研究に よつ て 動かざる ものと な 

つた。 荒つ ぼくい へば、 まづ かくの ごとくで あるが、 今日に 於て はこの セ ミト 語 系の いろいろの 言葉が 極めて 細かに 

調査され、 古來 どうい ふ 言葉が あつたか、 古今 を 通じてす でに 知られた この 語 系の 一 つ 一 つの 言葉の 親疎 關係 はどう 

であらう か、 すでに 知られた この 語 系の 一 つ 一 つの 言葉に あら はれる 昔 韻の 組織、 單 語の 形式、 文章の 構造な ど は、 

どうい ふ^ 革が あ つ て さうな つ たか、 また 現に 生きて ゐる 言葉に ついては、 それが この 後 どうい ふ 風に 變 化して 行く 

であらう かとい ふやうな ことが 明かに され、 さらに 進んで この 語 系に 屬 する 言葉 を 話す もの は 共同の 祖先から 出た も 

の に 相違な かるべ き こと、 その 祖先の 住んだ ところ も 推し測られぬ 害の ない ことが 問題に なり、 この 問题も 遠からず 

解決され るで あらう とい ふところまで 行つ てゐ る。 

インド ョ ー 口 ツパ語 系と いふ 名 は、 セ ミト 語 系と いふ 名に 較べる と、 普通の 人に はよ ほど 親しみが 深いで あらう。 

だが この 名ので きたの はセ ミト 語 系と いふ 名ので きたのより や、 新ら しい。 はじめて インド ョ ー ロッ パ語 系と いふ 名 

を用ゐ たの は 卜 マス • ャ ング で、 それ は西曆 一 千 八 百 十三 年に ク ォ ー タリ • レビ ゥの第 十卷に 出た 論文に ある。 この 
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論文の 屮に はこの 新ら しい 言葉 を用ゐ たのに ついて 何の 說明 もして ない。 恐らく ャ ン グは說 明な ど をし ないでも 理會 

される と 思つ たので あらう。 この インド ョ ー 口 ッ パ 語 系と いふ こと を ドイツで は 一般に インド ゲル マ ン語 系と いふ。 

イン ド ゲル マ ン語 系と いふ 名 は西曆 一 千 八 百 一 一十三 年に フラ ン ッ • ボ ッ プ が用ゐ たのが 始 である。 ベ ルシ ャ 語が ギリ 

シャ 語、 ラテン語、 ゴ ー ト語、 ドイツ語 などの ョ 1„1 ツバの 言葉と 近い 緣故を もって ゐる こと は、 西曆第 十八 世紀の 

末に サン スクリ トがョ ー 口 ツバ に 知られた 頃に はすで に 認められて ゐ たので あ つ た。 すな はち 西曆 一 千 七 百 八十 六 年 

にはゥ イリヤ ム. ジョ ンズが これ を 認めて ゐる。 つ いで 西曆 一 千 八 百 八 年に フリ ー トリ ヒ • シ ユレ ー ゲルが r ィ ンド 

人の 言語 及び 知識に ついて」 とい ふ もの を 書いて この こと をい ひ、 西 唇 一 千 八 百 十六 年に ボ ツプが サン スクリ トの動 

詞の 活用の 形式に ついての 論 を 書く に 及んで 動かぬ ものと なった。 これにつ いで ヤコ プ • グリム や ボウ トの 研究が 出 

て、 一 層 詳しくな つ た。 ドイツで 用 ゐられ る インド ゲル マ ンと いふ 名 は 東西の 兩 極端 を 取つ たもので、 頗る 面白い の 

であるが、 ゲルマン を 以て 西方 を 代表させる のが 片腹痛く 思 はれる のか、 ドイツより 外の. 國 では あまり 用ゐ ず、 概ね 

インド ョ ー 口 ツバと いふの を用ゐ る。 なほこれ に 代へ てァ ー リャ語 系と いふ 名が イギリス では 一 時 用 ゐられ たこと も 

あつたが、 今 はす たれた。 また インド ゲルト 語 系と いふ 名 も 出た ことがあ るが、 これ も 行 はれない。 

この インド ョ ー n ツバ 語 系と いふ もの を まとめ、 これに 屬 する 言葉の 比較 研究 を はじめた の は、 前に も 述べた やう 

に、 ボップであって、 それより して 今日に 至る まで ゎづ かに 百 二十 年ば かりで あるが、 その 間に 於け る インド ョ I  口 

ッ パ 言語 學の 進歩と いふ もの は實に 驚く ばかりで、 新たに 發 見され た 言葉で、 この 言葉の 系統に 屬 する ことが 確かめ 

られ たもの も少 くない。 その 二三 をい へば、 東 トル キス タ ー ンの 地に むかし 行 はれた トカラ 語、 トル キス タ ー ンの地 


にむ かし 行 はれた ソグド l^s、 小 アジ ャの 地に むかし 行 はれた ハ ウチ 語な どで ある。 トカラ|^6の遺存は西5^第六骨紀及 

び 第 七 世紀に 成つ た怫 敎文獻 で、 インドの ブラ フ ミ ー 文字で 書かれて ゐる。 發見は 大部分 ル コク とグリ ュ I ンヴ， - 1 

デルとの 手で 成された。 この 言葉 は イン ドョ ー 口 ツパ 語 系の 中で 獨 立の 一 派 をな す ものと い ふこと になって ゐる。 ソ 

グド 語の 遣 存は西 唇 第 八 世紀から 第 九 世紀までの もの を 主と する が、 古い もの も いくらか 殘っ てゐ て、 屮には 西 唇の 

はじめ 頃の もの さ へ ある。 文字 はァラ マ ィ 起原の ものであるが、 ベ フ レヴ ィ ー 文字と は 同じくない。 この 言葉 は屮ゅ 

ィ ー ラ ー ン 語の 一 つと 見做される。 すな はち インド ョ—  a ッ パ語 系の 屮でぺ ルシ ャ 語の 屬 する 派の 中に 入る ベ きもの 

である。 ハ ツ チ 語の 遣存は 一 種 獨特な 象形文字で 書かれた ものが 古くから 注意され たが、 讀 むすべ も 知られず、 從っ 

て その 言葉 も 知る ことができ なか つ た。 しかるに 西曆 一 干 九 百 六 年と 一 千 九 百 七 年と に 小 アジ ャのボ ガズキ 3 ィ， 二 い 

ふところから フ ー ゴ—. ヴ インク レ ルと オト ー • プ フシ ュ タイ ン との 手に よ つ て 約 一 萬 個の 楔形文字 を 記した 粘土 版 

が發 見され、 これらの 楔形文字の 書き もの は、 一部 は バビロン 語で あるが、 一部 は ハッチの 言葉で ある ことが わかり、 

これ を發 掘した ボガズ キ 3 ィと いふと ころがむ かしの ハ ツ チ國の 首府で あ つ た こと も證 明され た。 ヴ インク レルも 

プ フシ ユタ ィ ン もこの 貴重な 材料 を 利用せ ずに 死んだ が、 その後 フレデ リク. フ&ズ 二  I が 西 唇 一 干 九 百 十五 年に ド 

イツ 東洋 學會 の會 報に この 言葉の 研究 を發 表し、 この 言葉が インド ョ In ツバ 語 系に 屬 する こと を 述べた。 これに 對 

して 當時 も、 また その後 も いろいろの 批評 も あり、 異說も 出た が、 今では フ & ズ 二 ー の說 いたと ころ は 問 遠がない と 

いふ ことに^ち 着いた。 ハ 、ツチ は舊約 書の 申命記 第二 十 章な どに いは ゆるへ テ 人で、 創世記 第 十 章に いは ゆる カナ ァ 

ンの 子へ テの 後と せられる もので、 西南 アジ ャの 古代史の 上に はつねに 大きな 役 をつ とめた もので あ つ た。 その {:;:! 葉 
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が 全く 知られな かつ たがために、 この 國 民の 精神 生活に 立ち入る ことができず、 史家に とって は 靴 を 隔てて 痒き を搔 

くが ごとき 思 ひ をな したが、 その 言葉が 知れた ので あるから、 小 アジ ャの 古代史の 研究の ための 秘密の 鍵が 手に入つ 

た譯 で、 實に 何ものに も 勝る 寶と 喜んだ の も、 もつ ともな ことで ある。 この ハ" チの 言葉 は 文法の 上から は インド ョ 

1 n ッ 。ハ 語で ある ことが 動かない ので あるが、 語彙 は 何となく インド ョ —  口" パ的 ではなく、 むしろ 雜糅 語の やうな 

ので、 だんだん 研究 を 進めて 行く と、 楔形文字 を用ゐ ると ころからの バビ E1 ン 語の 影響ば かりで はなく、 もっと 外の 

もの もま じって ゐる やうに 思 はれ、 ハッチの 古 彫刻に あら はれた 人物の 姿 を 見る と、 人種的に も いろいろな ものが ま 

じ つ てゐる やうに 感ぜられ、 また 古い 文獻 に、 「神事に は ハ ッ チ、 ルャ、 フリの 歌 をうた ふ」 とか、 「カネ シの 歌人 も 

加 はる」 とか 見える ことが 知れた。 これによ つて フ n ズ 一一，' と フォレ ルと は西曆 一 干 九 百 十九 年より 一 千 九 百 一 一十 年 

までに、 すでに 明かに なつ て ゐるハ ッ チ 語の 外に いくつかの 言葉が ハ ツ チの 國に存 した こと を發 見す るに 至 つ た。 第 

1 に は 田舍の 住民、 首府で は 下級の 役人、 力役 をな す もの、 神職な どの 用ゐた 言葉で、 これ は インド ョ ！•  ロウ パ語系 

に屬 せざる ものである。 フロズ 二 ー はこれ を ハツ チ 語と 名 づけ、 インド ョ ー 口 ッ パ語 たる ハ ッ チ語を へ チト語 と 呼ん 

だが、 フ ォ レル はこれ をブ ロト ハツ チ 語と 稱 へて、 インド ョ ー ロッ パ語 たる ハ ッ チ 語と 分た うとした。 第二 はル ー ャ 

語、 または アル ザリ 語と 呼ばれる もので、 ブ II トハ ツチ 語 を用ゐ ない 田舍の 住民が 用ゐた 言葉で ある。 これ は インド 

ョ -I " パ語 である。 第三 はフリ 語と 呼ばれる もので、 これ はハ ッ チ國の 東北 地方の 言葉で あ つた。 これ は インド ョ 

1 口" パ語 系に は屬 しない。 ハッチ 國： Jl^: の 用ゐた 言葉 は ハッチ 語、 プ C1 ト ハッチ 語、 ル ー ャ語、 フリ 語と 四 通り 迄 わ 

かった ので あるが、 その 中で ハ ッ チ 語と ル ー ャ語 とが インド ョ ー 口 ツバ 語 系に 屬し、 プロ トハ" チ 語と フリ 語と はィ 


ンドョ ー 口" パ； 誥 系に 屬 しない こと も 確かめられた。 インド ョ ー a ッ パ語 系の 中で ハ ッ チ 一語と ル ー ャ 語と がどうい ふ 

位置 を 占める かとい ふに、 これら は ペルシャ 語 や アル メ  ニヤ 語な どと は緣が 遠く、 むしろ トラ キヤ 語、 ギリシャ 語な 

どの 方に 近いと いふ ことで ある。 インド ョ ー 口 ッ パ 語なら ざる プ ロト ハツ チ 語と フリ 語と は カフ カズの 言葉に 關 係が 

あるので はなから うかと いふ 說も ある。 ィ ンド ョ- ロウ 。ハ 言語 學 の進步 はた^ 多くの 發見を 成し遂げて、 その 範圍を 

廣め たのみで はなく、 その 最も 精彩 ある 部分 は、 語法の 沿革 や 語原の 研究 を 深めて 行く とともに、 また 應 用の 域に も 

進んで、 人類の 文化の 跡の 硏究 のために 重要な 貢獻 をな して ゐる ところに ある。 ことに 應 用の 方面に なると、 インド 

ョ ー 5-  、v  。ハ 言語 學 はたし かに 他の 言葉の 系統の 言語 學の 企て 及ばざる ところまで 進んで ゐて、 言語 學， S ィ ンドョ ー リ 

ツ パ 言語 學と いふより 外 はない ありさま である。 

トルコ 系と いふの は トルコ 語と いふのに 基く こと、 いふまで もない。 たぐ トルコ 語と いふのに は狹ぃ 意味で いふ 

のと、 廣ぃ 意味で いふのと が あり、 狭い 意味で いふの は トル コ國 民の 言葉で、 正しく はォス マ ンリ • トル コ 語と いふ 

べき もの を 指し、 廣ぃ 意味で いふの は ボス 二 ャ から シ ベリ ャの 東北 部まで を 包括す る廣ぃ 地域に 住んで、 トル コ とか 

タタ ー ル とか、 キル ギス とか、 ゥズ ベタと か、 その外 いろいろの 名で 呼ばれる 種族の 言葉 を 指す が 故に、 その 廣ぃ意 

味で いふのに よつ てこの 言葉の 系統と したので あると いふ こと を 注意して 置かう〕 ひとしきり はこの トル コ； fli 系と い 

ふ 名の 代りに トル コ • タタ ー ル諸 語と 呼ばれた ことがあり、 や、 古い 本に はさう 書いて あるが、 今では あまり 行 はれ 

なくなった。 この 語 系に 屬 する 言葉 は、 ざっと 數 へても、 二十 あまりに 及ぶ。 そして 最も 深く 研究され てゐ るの はォ 

ス マンリ. トル コ； であるが、 その外の トル コ ：^^川もだんだんに學者の注意に上り、 この|^|1系に屬する-:"!:葉に共通する 
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性質 も わかる やうに な つた。 ことに ミズ ラ • カシム • ペイ は 「トルコ * タタ ー ル 語の 一 般的 文法」 とい ふ 本 を 口 シ ヤー 

文で 書いて、 廣ぃ 意味で いふ トル コ 語の 一 つ 一 つに は 極めて 緊密な 關 係が ある こと を 明かに し、 ュ リウス. テオドル H 

ッ ェ ンケル はこの 書 を ドイツ 文に 譯 出して、. その 說を ひろく 西ョ ー 口 ッ 。ハ に 紹介した。 ドイツ 譯 本の 出た の は 西曆ニ 

千 八 fc 四十 八 年の ことで ある。 これによ つて 西ョ ー 口 ツバ は卜ル コ語 系の 知識 をよ ほど 深めた こ とであった。 オト 一 

1 • フォン. ベ ー ト リンクが 「ャク I 卜 人の 言葉に ついて」 とい ふ 本 を 書いた の は、 西曆 一 千 八 百 八十 一年の ことで - 

あるが、 これによ つて トルコ 語 系に ついての 知識 は 急に 進んだ。 ャク I ト人は レナ 河の 流域 を 中心として、 東 は コリー 

マ 河に 及び、 西 は ハタ ンガ灣 に 至る までの 地に 住む 種族で、 その 人口 は あまり 多くない が、 そめ 言葉 は 口 シャの カザ 一 

ン縣 とその 附近に 住む チ ュ ヴ ァ シ 人の 言葉と 極めて 近い 緣 故が あり、 この 二つ だけが あらゆる 外の トルコ 語に 對 して 一 

獨特な 地位 を 占める ので、 頗る 重要な ものである。 ベ ー ト リンクの r ャク I ト 人の 言葉に ついて」 とい ふ 本 は トルコ 

語に ついて 書かれた 眞に學 問 的な ものの はじめで あると さ へ いはれ る。 この ャク ー ト 人の 周圍に 住む もの は、 すべ て 一 

モンゴル 種族に 屬 する ものば かりで、 外の トルコ 人から 見る と、 この ャク ー ト 人の 住む ところ は 飛び地の やうに なつ 

,  一 

てゐ るた めに、 これが トルコ 種族に 屬 する こと も、 はっきりし なかった ので あるから、 この 本の 與 へた 知識 は 頗る 大ー 

きいとい はねば ならぬ。 

トルコ 語 系の 研究 は それより 次第に その 範圍 を廣 めた。 今 は 死に絶えた 同系の 言葉 もお ひお ひ發 見せられて、 トルつ 

コ語 系に ついての 知識 を 深める 材料に なった。 その 一つ はケク • トルコ 語で、 これが 遣存は バイカル湖の 南、 オル ホ： 

ン 河の 流域から 出た 西暦 第 八 世紀の 碑文で ある。 これ は 古代 トルコ 語の 碑文と いふ あまり 適當 でない 名で 知られて ゐー 


る ものであるが、 西曆 一 千 八 百 九十 三年に ヴ ィル ヘルム • トムセン によつ て按讀 せられた。 もう 一 つ は ウイグル； おで、 

これが 遺存の 重な もの は 西 曆第十 一世紀に 成つ た カタ ドグ • ビ リクと いふ 詩篇で ある。 それから ク マ ン語 であるが、 

これ はヴ r 不 チヤの サン . マルコ 寺 ひ圖書 館に 保存され る コ ー、、 テキ ス • クマ ニクス と 呼ばれる 本に よ つて 傳 はって ゐ 

る。 クマ ン人は トル コ 種族の 中の 最も 重な ものの 一つで、 セル ジ ュク. トルコに 近い ものと 考 へられる。 この もの は 

西暦 一 千 三十 年頃 ョ ー & ッパ に逼 り、 ウラル 山と ヴ ォ ルガ 河との 問の 地 を 取つ たが、 西曆 一千一 百 二十 年より 後に キ 

プチ ャ ク國に 合併し、 酉 暦 一 千 二百 二十 八 年に 至つ てモ ンゴ ル 人の 攻擊を 受け、 一 部の もの は ドナ ゥ河を 渡つ て ブル 

ガリ ャに 入り、 一部の もの は西曆 一 干 一 一 百 三十 九 年に ホ ン ガリ ャに 落ち着いた。 その t£ 裔と 信ぜられる もの は 今もブ 

ゥ ガリ ャ にも あり、 ホン ガリ ャ にも あるが、 ブル ガリ ャ にある もの は 早く ブル ガリ ャ風 になり、 ホン ガリ ャ にある も 

の も 全く ホ ン ガリ ャ 風に な つ て、 もはや 昔の 面影 を 留めない。 又ク マ ン語を 話す もの は西曆 一 千 七 百 七十 年 迄 は あ つ 

たとい ふこと である。 コ ー.. テキス. クマ 二 タス は 西暦 第 十四 世紀に 成った もので、 不完全な 字引と、 宗敎 上の 歌と、 

謎 を 架め たもの など を 含む ので あるが、 この 言葉が 東部 トルコ 語の 一 つと して 趣味の 深いと ころから、 かなり 研究が 

試みられて ゐる。 旣に 述べ たやう に、 ト ル コ語 系に 屬 する 言葉 は 今日 知られて ゐる ものが ざ つと 數 へても 一 一十 餘りぁ 

るので あるが、 探檢 旅行 や、 學問的 發掘は 今後な ほ 多くの 新しい 言葉 を發 見して、 この 語 系を璺 富に し、 この l^i 系に 

屬 する 一 百 葉の 性質 を さらに はつ きりさせる やうに もなる であらう と 思 ふ。 この トル コ語 系をモ ンゴ ル 種族の 言葉 ゃト 

ゥ ングス 種族の 言葉と 一 まとめに しょうと いふ 說も あるが、 トルコ 語 系の 言葉と モ ンゴ ル 種族の 言葉と トウ ング ス語 

系の 言葉との 問に かなり 似通 つたと ころの ある こと は 感ぜられる けれども、 これらの ものの にどう い ふ關 係が ある 
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か は、 まだ 深く 研究され てゐ ない ことで、 一種の 思 ひっきた るに 止まる？ ネ ー メッ ト が西曆 一 千 九 百 十一 一年に 書いた 

「トル. コ . モンゴル 瞭說」 は トルコ 語 系の 言葉と モンゴル 種族の 言葉との 間に 存 する 緣 故につ いて 學問 的の 研究 を 試 

みょうとした ものであるが、 要するに 臆說 であつ て、 しつ かりした 論 斷には 至つ てゐ ない ので ある。 故に トル コ語系 

を モン ゴ ル 種族の 言葉 ゃト ゥ ングス 種族の 言葉と 結び付けよう とする 企 は、 今日の ところでは 全く 學問 上の 意味 を も 

たぬ ものと いはざる を 得ない。 こ i に附け 加へ て 置きたい と 思 ふの は、 メソ ボタ ミヤに 於け るセ ミト 以前の 住民た る 

シ ュ メ ル 人の  一一 一一！： 葉 もこ の トルコ 語 系に 屬す るので はなから うかとの 說が ある ことで ある。 この 言葉の 遺存の 最も 古い 

の は 西曆前 四千 年に も 上り、 それより 西 唇 前 一 一千 年に 至る まで、 實にー ー瀰 連の 間中 世ョ ー 口 ツバ に 於け るラテ ン 語と 

同じ やうな 役目 をな し、 その後 數 世紀の 間 公用語た る こと を 失 はず、 やがて 宗敎 上の 用に のみ 限 局せられ たが、 西暦 

前 三百 年 アル サケ ス 王朝の 起る 頃まで は その 命脈 を存 した。 この 言葉の 性質 はま だ 明かなら ざる ことが 多く、 すでに 

知られた ところ だけにつ いていへば、 どの 言葉に も 見られな いやうな 特色が ある やうに も 思 はれる し、 一つ一つの 點 

を 取つ て 見る と、 隨分 いろいろの 言葉と 似通つ たと ころが 出て 來 もす るので、 その 所屬を 云々 する の は 早き に 失する 

が 如くで あるが、 ことに トルコ. 語に 似た ところが 多く、 その上に 古い 彫刻に よると、 シュ メル 人の 容貌 は トルコ 人に 

極めてよ く 似て ゐ るので、 トルコ 語 系に 屬 する ものと 考 へる のが 最も 穩當 であらう とい ふので ある。 これ はォ ー ぺ ー 

ル、 ルノルマン、 ホンメル 等の 說く ところで、 學問 上の 根據 はな ほ 薄弱と いはねば ならぬ が、 その後 あら はれたい ろ 

いろの 說に 絞べ ると、 なほ 勝ちみ が ある やうに 思 はれる。 ヒュ ー ジン クは バル マ 語と 似て ゐ ると いひ、 ドレクセル は 

なか 

中 アフリカの ボル ヌ， 語と 似て ゐ ると いひ、 クル ー クは ォセァ ニヤと アフリカとの 言葉で あると いひ、 クリスチャン は 


スダ， "ン の 言葉の 性質 を帶 びて ゐ ると いひ、 トロン ベッティと フ オルタと は カフ カズ の 言葉に 屬 するとい ふ 類で， い 

づれも 少しの 似寄り を 本に して 大膽な 論 を 立てた もの、 まじめに 相手に する だけの もの はない ので ある。 故に やはり 

トルコ 語 系と する 說 がまし であると いはざる を 得ない。 シュ メル 語が トルコ 語 系に 屬 するとい ふ 說 はすこぶ る與 味が 

にしみ なみ 

深い。 もし さう いふ ことに なれば、 この 西南 アジ ャの 言葉 は 昔 も 今 も 主として はセ ミト 語 系、 イン. トコ， て ハ語 系- 

トルコ 語 系に 屬 する ものであると いふ ことにな つ て、 大いに 歷 史的 感情 を滿 足させる ので ある。 

にしみ なみ 

西南 アジ ャの 地の 昔から 今に 至る までの 言葉 を 知り 得る かぎり 集めて 見る と、 必ずしも この 三つの 語 系に 入れられ 

る ものば かりで はない。 メソ ボタ ミヤ (これ は ギリシャ 語で、 ァラ ビヤ 語で いへば、 ナハ ライ 二) にむ かし 行 はれた 

ミ タン 二 語、 アル メ  ニヤの ヴァ ン 湖の 地方に むかし 行 はれた ウラルトゥ 語、 ス シ アナ 地方に むかし 行 はれた H ラム 語- 

ザグ ス 山脈の 東北に むかし 行 はれた カツ シュ 語な ど は、 セ ミト 語 系に も、 インド ョ ー ツバ 語 系に も、 トルコ 語 系 

にしみ なみ 

にも 屬 せざる ものの ごとくで ある。 これらの 言葉に 近い 緣 故が あると 思 はれる 言葉 は、 今 は 西南 アジ ャと 呼ばれる 地 

域に は 跡 を 留めない けれども、 黑 海と 裏 海との 間の 地、 カフ カズと 呼ばれる 地に 今 も 行 はれる 言葉が これに 近いので 

はない かと 見られる。 この 比較 もま だほん とに 試みに 過ぎない ので あるが、 これが もし 當を 得れば、 頗る 面白い と 思 

ふ。 まづ われわれの 歷 史的 感情 は それによ つ て滿 足される。 およそ 史上の 形勢 は 古今 その 趣 を 同じう する ものである 

と 思 ふ。 むかし ギリシャ 民族の 大いに 膨脹した とき、 地中海の 東の 海岸 も、 そこに 散在す る 島々 も、 みな ギリシャの 

植民に 占められ、 さらに 遠く イタ リャの 南部に 及んだ とい ふこと は、 誰でも 知る ところの 歷史 であるが、 今日で も 小 

アジ ャ、 シ リャ、 パレスチナ、 エジプトた どの 沿岸と これに 屬 する 島々 はいふに 及ばず、 それよりも 北、 それよりも 
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西の 地まで、 多くの ギリシャ 人が 移り 住んで、 いろいろの 産業に 從ひ、 これらの 地の 主人公た るァラ ビヤ 人 を 凌駕し 

てゐる ありさま は、 今 を 去る こと 十數年 前に 親しく これらの 地 を 旅行して 知り 得た ことで ある。 史上の 形勢が 古今 そ 

の 趣 を 同じう する もの である こと は、 すでに 述べた と ころで も 明かで あらう と 田 ひふ。 

にしみ なみ 

西南 アジ ャの 地に セ ミト 語 系の 言葉、 インド ョ ー ツバ 語 系の 言葉、 トルコ 語 系の 言葉、 カフ カズ 地方に 行 はれる 

言葉 (南 カフ カズ 語 系 及び 北 カフ カズ 語 系) を 話す ものが、 昔 も 住んで ゐ たし、 今 もな ほ 住んで ゐる としたならば、 

頗る 興味が あるで はない か。 古代 H ジブ 卜學 者ブレ ステ ッ ドの說 であった か、 古代 H ジプト 人の 彫刻に 見える 顏立ゃ 

姿 をした ものが 今日の H ジ ブトの フ r フハ の 中には 頗る 多く、 ァ ッ シリャ 人の 浮彫に 見える 顏立ゃ 姿 をした ものが、 

今日の クル ディ スタ ー ンの 土人に 頗る 多い の を 見る と、 古代エジプト 人の 血筋 はフ ェ ラ 、ノ の 中に 殘り、 アツ シリャ 人， 

の 血筋 はク ルデ ィ スタ ー ンの 土人の 中に 殘 ると 見て よから うとい ふ 意味の こと を 讀んだ 記憶が あるが、 これ またす で 

にしば しば 述べた ところの 歷 史的 感情の 發表 である。 およそ 歷史を 修める もの は、 古今 その 趣 を 同じう する もので あ 

ると いふ こと を 常に 頭に 置かねば ならぬ。 それ を 忘れる と、 解釋 のでき ない ことが 多くなる であらう と 思 ふ。 

ァラ ビヤ 語の 特色で、 あらゆる セ ミト 語に 通ず る ものが 十二 个條 ほど ある。 そして それ を說 けば、 ァラ ビヤ 語の 性 

質が は つ きりす るば かりで なく、 セ ミト 語の 性質 も 大方 は 知れる と 思 ふ。 

(一) ァ ラビ ャ 語の 音の 特色 は、 第 一 に は 喉 音の 多い ことで ある。 すな はち， hi,-  h の 五つが あら は^る。 へ ブ 


ティ； 諧、 フォィニケ丄^^ アラマ ィ語 などに は がな く、 アッカド 語に 至. つて は， と X との 二つき りに たって ゐ る。 

この 點に 於て は、 ァラ ビヤ 語が 最もよ くセ ミト 語の 本來の 面目 を 保つ ものと 考 へられ、 へ ブライ 語、 フォイ ニケ ー 語 

アラマ ィ 語な どはいろ いろの 理由に よ つ て、 もと h. と發 音した もの を 或は h、 或は X と發 昔す る やうに なった もので 

あると し、， ァ ツ 力 ド語は h- も X も h もみな 同じ やうに X と發 音し、 ， と  <  とを區 別す る こと もで きな くな つて、 一つ 

になった ものと する ので ある。 

(二) つぎに 有聲 昔の 存在で ある。 ァラ ビヤ 語に は t.d-s.z.k- の 五つが あら はれる。 アッカド 語、 へ ブライ 語、 

フォイ ニケ I 語、 アラマ ィ語 などに はた t.  s.k. だけ を存 し、 ゲ H ズ 語に は t  S-  k. の 外に が ある。 南ァラ ビヤの 

古語に は t-  d.  s.  /.  k. の 外に <H.  の 二つ が ある。 g の有聲 昔すな はち g. とも 記す ベ き 昔 も、 もとは あ つ たかと 思 は 

れ るので あるが、 それ を立證 する 方法 はない。 

(三) と 5 との 區 別が あつ たこと である。 これ はァラ ビヤ 語に もす でに なくなつ てゐる ことで、 た その 痕跡 

がへ ブライ 語の プン クタ チォ —ンの 上に 殘 つて ゐる ことによって、 その 事實が 認められ ると いふに 止まる が、 それで 

ほ か 

ももと はァラ ビヤ； ^1? にも、 また爾餘の セ ミ ト5^5にも、 おしなべてあった であらう こと を 思 はしめ、 どうしても セ ミト 

語の 昔の 特色の 一 つと して 舉 げざる を 得ない ので ある。 

S 子 昔が 單； 丄 i の 內容を 決定し、 母 昔 はた、. - その 樣式を 示す に過ぎない こと も、 ァラビャ：^！ぽの、 そして セ ミト 語 

の 特色の 一 つ である。 セ ミ ト語 にかう いふ 特色の ある こと は、 もとから セ ミト 語 を 話す ものに はは つ きり 知られて ゐ 

たので、 セ ミト 語 を 話す ものの 作った 文字 は 專ら子 昔 をう つす の を とし、 母 昔 は殆ん どこれ を j おみなかった。 ェジ 
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ブトの 表音文字 がその 形象 をい ふ單 語の 語頭 子 昔で ある こと は 忘るべからざる ことで ある。 エジプト 語が セ ミト 語で 

なか つ たなら ば、 ヱ ジブ ト人 はさう いふ 文字 を考 へる こと もで きな かつ たで あらう と 思 ふ。 H ジプト 語 を ハ ミ ト語、 

ェ ジプト 人 を ハ ミト 人な どと いふの は、 舊約書 創世記 第 十 章に 記す ところに 捕 はれた もので、 學問 上の 意味の ある こ 

とで は 少しもない。 ついでに いふ、 セ ミト 語の 巾で、 母音 を 文字で あら はすの は、 ァ、" カド 語と、 ゲ H ズ語 及び その. 

11- &を 引いた 言葉 (チ グレ、 チ グリニ ャ、 アムハラ 等) のみで ある。 アッカド 語が 綴 音 文字 を用ゐ るの は、 シュ メル 

語の 文字 を假 りたた めで あり、 ゲ H ズ 語が 綴 昔 文字 を用ゐ るの は、 もとの 子音 文字と、 母音 を 示す ために この 子音 文 

字に 附 ける 符號 とが 合して ー體 となった ものに 過ぎない。 

子音が §単 語の 內容を 決定す ると 普通い ふので あるが、 實 はさう いつ ただけ では 充分で はなく、 子音と その 順序と が 

內容を 決定 するとい はねば ならぬ。 ョ -i-k は 「所有す る」 「支配す る」 とい ふ 意味 を あら はすが、 さう いふ 意味になる 

の は、 この 順に； a ん だとき だけの ことで、 同じ 子 昔の 群で も、 順が 違へば、 意味が 違 ふので ある。 m-l 二 は 「泥が 深 

い」 1-k-in は r 毆る」 1-m-k は 「屈服す る」 k-1- ョ は 「傷が つく」 k- ヨ -1 は 「完全で ある」 たどし m-1-k は、 この 順 

ほか 

字で： P んでゐ るかぎ り、 どんな 母音が どこに くっつか うが、 どんなに 多くく つつかう が、 また その いづれ の 部分に 別 

の 子音が 添 へられよ うが、 さう いふ 子音が いくつ 加 へられよ うが、 もとの 意味が 失 はれる こと はない ので ある。 sal- 

aka は 「所有す る」 「支配す る」 とい ふ 動詞、 silk でも、 mulk でも、 「所有」 とい ふ 名詞、 mnlik でも、 mallk で 

も、 「所有者」 とい ふ 名詞、 salik は 「王」 とい ふ 名詞で ある。 mallaka は ー が 重なった けれども、 「所有させる」 「支 

fi^ させる 一とい ふ 童 味で あり、 また- amlaka は 頭に ，が.^ はった けれども、 やはり 「所有させる」 「支配させる」 と 


いふ 意味で ある。 なほ tamaliaka は ー が 重なった 上に、 頭に t が 加 はった が、 その 意味 は 「主人と なる」 talslaka は 

頭に t が 加 はり、 m のつ ぎの 母音が 長くな つて ゐ るが、 その 意味 は 「抑制す る」 -imtakka は 頭に， が 加 はり、 m の 

つぎに t が はいって ゐ るが、 その 意味 は 「所有す る」 また "istamlaka は 頭に ， S  t の 三つの 子音が 加 はって ゐ るが、 

その 意味 は 「所有と する」 「獲得す る」 である。 また maliko/t) は 「女王」 malaknt は 「特色」. malaks は 「 權カ」 

mamlaka:t) は 「王 國」 mammk は 「マ メルク 土 兵」 等。 また 一?t-b は 「書く」 とい ふ 意味 を 決定す る。 kataba 「書 

く」 kattaba 「書かす」 「 隊に 分れる」 kntaba 「手紙 を やる」 -aktaba 「口授して 書かす」 takattaba 「 隊を 分け る」 tak- 

ataba 「互に 文通す る」 ittataba 「記入す る」 「 豫約 する」 ビ taktaba 「書く こと を 求める」 kiE> 「本」 kutubij 「本屋」 

kitllba(t) 「碑文」 kntib 「書記」 niaktab 「 學校」 nlaktaba-(t) 「 圖書 館」 mukataba(t) 「通信」 iiuiktub 「手紙」 等。 單語 

の 屈曲 も 主として 母音の 轉換 によって 行 はれる。 例へば kii 「本」 の ごとき も、 kilull 「本が」 Idsbau 「本 を」 

Htnbhl 「本の」 kitflbani 「一 一冊の 本が」 Idtabaini 「一 一冊の 本 を」、 「一 一冊の 本の」 kutubun 「多くの 本が」 kutiibaii 「多 

くの 木 を」 Istllbin 「多くの 本の」 とい ふやう になり、 また rltaba 「彼が 書いた」 の ごとき も、 jaktub- 「彼が 書く」 

jak:t.uba 「彼が 書く こと を」 (接繽 法) jak  一  iil>  「彼 gi: くべ し 」 (下知 法) とい ふやう になる。 なほ ァ ッ シリャ 語に おいて、 

ikSad 「彼が 到 著した」 ikaSad 「彼が 到 著す る」 とい ふ 例 も、 併せ 考ふ べし。 

(五) 子 昔の 發音は 厳格で ある けれども、 母 昔の 發昔 はや、 寬綏 である。 故に 方 一 百の 差別の ごとき も、 概して は 母 

昔の 差異で ある。 「本」 を 文語で は kit さ とい ふ、 ァーソ ビヤの 备 地方、 イラ， I ク、 H ジ ブトな どで は kit さ とい ふが、 

シリャ では I. とい ひ、 マ グレプ 諸 地方で はおし なべて ktGb とい ふ。 「子供」 を 文 Si では walad とい ふ、 ァ ラビ 

TO: 南亞 細亞 言語の 系統  .  II 一 


西南 亞細亞 言語の 系統  ニニ 

ャ各 地方、 イラ ー ク、 エジプト、 シリャ では き 1-1:1(1 とい ひ、 リ ビヤで は wuM とい ひ、 チュ 二 ジャ、 アル ゼリ ャ、 

モ 口 ツ コ たどで は wlcd と いひ、 また 中ァ フ リカの チ ャド から ゥ ァ ダイ あたりまでの 地で も 同じく  wl(xl とい ふ"」 ま 

た 同じく セ ミト 語 系に 屬 する 一 つ 一 つの 言葉 を 取って 較べて 見ても、 同じ やうな 趣が 見える。 「頭」 はァラ ビヤ 文語 

では ra ノ S へ ブライ 文語で は 1 ふ S フォイ 二 ケ ー 文語で は 1 ふ S ァラ マ ィ 文語で は 1 ま a ゲ H ズ 文語で は 1. (-バ ァ ッ カド文 

語で は 1. つ SU である。 「犬」 はァラ ビヤ 文語で は kall> へ ブライ 文語で は kelev フォイ 二 ケ ー 語で は ka さ アラマ ィ 

文語で は kalbri  、ゲ ェズ 語で は kalh アッカド 語で は kalhu である。 こ、 にへ ブライ 語 だけが 第三 子音 を V とする の 

は、 へ ブライ 語に 於て は、 母 昔に つ く  b  g  dk  pt は 必ず V  y-  6  X  f  ^ に轉 ずると いふ 規則が あるから であつ て、 

それ を 取り除け ていへば、 別の 言葉と 違った 趣 はない。 「地」 はァラ ビヤ 文語で はジ 1.<} とい ふ、 へ ブライ 文語で は 

-ere.? アラマ ィ 文語で は ビ l.vt アッカド 語で は \4?etu サバの 古 碑に ある 形 はァラ ビヤ 文語の 形と よく 合 ふ。 へ ブライ 

語、 アッカド 語に 於て 終りの 子 昔が 《... となって ゐ るの は、 4 の 音が S. の 音で 代用せられ るので あり、 アラマ ィ 語に 

それが、 - となって ゐ るの は、 これで 代用せられ るので ある。 さう いふと、 子 昔の 轉換 もしば しば 行 はれる ので ある 

かと 疑 はれる かも 知れない が、 子 昔の 轉換は その子 昔が その 種族の 口に 上らな くな つ たやうな 場合に 限られる ことで- 

極めて 稀な ことなの である。 ァラ ビヤ 語の アル フ ァ ベ ー 卜の 五つめ の 字 は >g であつ て、 これ はフ ォ ネチク • サイン 

では お に當 るが、 もとは g であつ た。 ァ ラビ ャ人 ももと は g と發 昔した ので あるが、 いろいろの 理由に よ つてお と 

いふ 昔に 代った ので ある。 r 路駝」 をァラ ビヤ 文語で は gamal とい ふが、 へ ブライ 文語で は gamal とい ふ。 ァ ラビ 

ャ 語が g とい ふ 音 を 失った の は. 實に 著しい 音韻の 變 化であって、 極めて 稀に しか 起らない 現象な ので ある。 


(六) 一 定の 子音と その 順序と が單 語の 內容を 決定 するとい つ たが、 かくの ごとき 一 定の 順序に 竝べ られた 子音の 

群 を 文法 學に 於て は 語 基と 名 づける。 とか k-t-b とかい ふの が 語 基で ある。 ァラ ビヤ 語の 語 基の 大多數 は 三つ 

の 子音から 成り立つ。 これ を 三 音 式と いふ。 ァラ ビヤ 文字 は 一字が 一 子音 をき ちんと あら はすが 故に、 また これ を 三 

字 式と も. いふ。 こ の こと は あらゆる セ ミト 語 系の 言葉に 共通す る事實 である。 も つ とも ある 語 基 は 一 一つの 子音から 成 

り、 二つの 子 昔から 成る もの は、 近い 親族 關係を あら はす 言葉、 肉體の 各部の 名、 き はめて 手近な 意味 を あら はす 動 

詞に 多い こと は考 へなくて はならぬ 問题 である。 例へば ：b 「父」 に m 「母」 1ェ1 「息子」 :x 「兄弟」 j-d 「手」 d-m 

「血」 s-t 「尻」 s-m 「名」 m」 一 水」 U-1- 「火」 1 で 1 「言 ふ」 k-ii 「ある」 や Z 「 戰ふ」 f-r 「逃げる」 等、 な ほ 多く ある。 

今の ァラ ビヤ 文法で は これらの 語 基 を も 三 子音 語 基の 特別の 場合と して 說 くが、 それ はァ ラビ ャ 文法 學の 擬制で あ つ 

て、 學問 上から いへば、 意味の ある ことで はない。 冠詞、 代名詞、 その外 形式の み を あら はす 單語、 すな はち 代名詞 

的の 陪詞 及び 副詞、 それから 前置詞、 接 綾詞の 類の 語 基 は 二つの 子音から 成る ものが 甚多 いので あるが、 これ も大ぃ 

に考 ふべき ことと 思 ふ。 冠詞 は 元來は 】1-1 を 語 基と し、 中に a の 母音 を 入れて hal とい ふので あるが、 今の ァ ラビ 

ャ語 では 第一 の 根た る h が， となって ノ il となり、 それが 名詞の 前に 置かれる とき、 もし その 名詞が t リ d3  r  z  svs 

s-  d.  t  /• 1 n> ァラ ビヤ 文法 學に いは ゆる 日 性 文字 call.lurflfu- お amasljptu) の 一 つに はじまるならば、 冠詞の ー が 

變 じて、 名詞の はじめに ある その 日 性 文字に 代る ことにな つ てゐ る。 ， >gbh.x  <  -gf  k-k  mh  ：=：  j に は 冠詞の ー を 

同化す る 力が なく、 ァラ ビヤ 文法 學は これらの 文字 を 月 性 文字 ひ ll}:lur&fu-llJa.marTjatll) と 呼ぶ。 へ ブライ 語に 於て 

は 冠詞の h の 昔 は 保存せられ るが、 その ー はつぎに 來る 名詞の 語頭の 子音と、 いかなる 場合に も 同化して、 ha のつ 
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ぎに その子 音が 重複す る ことになる。 つまりへ ブライ 語に は 日 性 文字、 月 性 文字の IeS 刖 はない ので ある。 冠詞 はへ ブ 

ライ 語で は h を存 し、 ァラ ビヤ 語で は， に 代 はるので あるが、 h の 方が 根本的の ものである こと は 明白で ある。 その 

說明は 長くなる から、 こ \ に は 省略す る。 この h は 或は 冠詞と して は 主たる 部分で はなく、  とい ふ 代名詞 及び 代 

陪詞 に、 はっきりさせる ために 添へ て、 Im ひ a とする のと 同じ 例で、 た だけで は、 はっきりし ないから、 前に 

を 置いて これ を 補 ふとい ふの かも 知れない。 さう すると、 この 冠詞の 語 基 は h-1 ではなく、 1 とい ふこと になる。 こ 

の ー は a の 母音 を附 けて la とすれば、 r 實に」 とい ふ 意味 を あら はす 副詞になる のであって、 いかにも 冠詞の 語 基た 

るに ふさ はしい と 思 はれる ので ある。 果して 然 らば、 ァラ ビヤ 語に 於て は その H ッ セン シ ャル. パ ー ト たる ー が 日 性 

文字の 前で は 消え失せ、 へ ブライ 語に 於て は それが いかなる 文字の 前で も 消え失せる。 いかなる 場合に でも 消えて し 

まふと は、 あまりに 甚 しい やうに 思 はれる。 副詞と か、 前置詞と か、 接續詞 とかい ふ ものに は 二つの 子音の 語 基から 

成る ものが 多い。 (一  「すでに」 rll 「むしろ」 、i6 「さて」 "inna 「誠に」 -in 「もしも」 、an 「から 」 min 「から」 ma*a 

「とともに」 lam 「ベから ず」 hal 「か」 の 類で ある。 一つの 子音 を 以て ある 意味 を あら はす もの は、 ァラ ビヤ 文法 學 

に 於て は、 これ を獨 立の 單語 をな す ものと 考 へず、. 他の 單 語に 添へ て その 用 をな す ものと 考へ る 習慣が あり、 從っ て 

書く にも、 その 關係 すると ころの 單 語に 附 けて 書き、 言 ふに も、 その 單 語と 一 氣に言 ふので ある。 いはば 語助の 形で、 

ァラ ビヤ 文法 學に 於て は、 かくの ごとき もの を 單に字 (harf) と 呼んで ゐ るが、 別の 國 語なら ば、 立派に 獨 立の單 語と 

して 取极 はれる であらう と 思 はれる ものが 少 くない。 前置詞に は bi- 「 を 以て」 wa- 「にかけ て」 ta- 「にかけ て」 li- 

「のために」 ka- 「の やうに」 が あり、 副詞に は -a- 「か」 la- 「 實に」 sa- 「やがて」 が あり、 接 繽詞に は wa- 「そし 


て」 fp- 「 それから」 が ある < 


(七) ァラ ビヤ？ It つくる ことができない。 例へば ド イノ  I どで よ. 

V ひ、 III  i」 とい ふや！ ひ方が あるが、 hh 「！ める」 と 

それ を 「病める」 とい ふ 陪詞、 「病」 とい ふ 名詞の 後に 置き、 ih^ とい ふ 名詞 I 格に して、 

「f 病める」 は ヨ のさ は 】 &。 の开 まて 一一 S あら はすより 外 はない ので ある。 

. r のお」 ：s  nisi す raini とい ふ。 ノ  f よ： 「さ 

i# は 「病める」 とい ふ 陪詞、 il 「さとい.， f ミ 、，、 つ， し . き 「t とい ふ 名詞の 生 格の 形、 

i とい ふの は、 Ifti で、 ^11 である。 「1」 を ！ 善- 

は、 全く ァラ lit ー暴遣 であるから、 IhH^  it とい ふに 至って 

いふ 名詞の 生 格の 形ビま を 置いて、 病ん 一 ヌる」 一 裏 () とい ふ 腐の つぎに 「きと 

るので ある。】 -I とい ふ 4r「p,r""「r" んでゐ る」 とい ふ 意味 を あら はすので あるから 、注意 を. 学 

. V  -pf を 一. li^ 象 力 ある」 と譯 せ、； H、 をし こ 「n^ 一、、 

添？、  IE  r 眼の i ある」 となって ァ J.;; いふ 名詞の 生 格の 形 ぎ 一 「股の」 . 

言 ひ ® し は 曰 まに 於ても 「色 S ぃヌ」 气： S D ァラヒ 4=の1 遣に 似 5 るから、 わか i からう。 この 

II 「11: 長」 と 力、 「鼻と If かいふ やう！ 合に は 常に あら はれる ので ある。 な 

い、。 f  f け I との 一：： r ま i ある iif が 

び附 けられる もの」 i  I  .1  ..h.ff^^^.  if ける もの を it  i 

ラ ビヤ 語に 於て ま、 1^^.  ？ ^  I  レぶ 1.^^ と 】" ヌーミ ビ aihi とま、 ァ 

方， ； ほ^ 力： y して 冠詞 を 取らず、 l^nJJJep  I  'フ 

] 1 一き 厂 の- n を^ 昔 しないと ハふビ けで、、 
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ると、 前者 は 著しく 母音 を 短く して、 殆 んど獨 立の I たる 資格の ない ものの やうに なって しま ふ。 へ ブライ 文法で 

は、 かくの ごとき 形 を I  iti  (構成 體) と 呼ぶ。 例へば き I 「ヨセフの 家」 に 於け る § の ご 

ときものが、 いは ゆる St き 藝き t なので ある。 「家」 とい ふ 言葉 は、 - かう いふ 場合の 外に は、 一 ま とい は 

この r 二 S とい ふ 形 は、 へ ブライ 文法で は sta-ulsahsolutus と 呼んで、 前の 形と 區 別す るので ある。 なほ l)s ふ 一 

「神宮」 など も 同じ 趣で、 一 口にい ひ、 恰も 一 つの 單語 であるかの やうに 取扱 はれる。 ぎ 一二 g^lcx 「王子」 など も 同 

じ 趣で ある。 へ ブライ 語が かやうな 姿を なすに 至った の は、 早くから I 尾が 失 はれた ためで あらう とい はれる。 動 

，こあって も、 ドイツ語 などで は kom ョ 21 r 來る」 とい ふ 言葉 を 別の 言葉と 組み立てて、 ォ 。ョョ § 「入る」 「金 錢 

が 入る」 ikoien 「出る」 「糊口す る」 aufko 画 en 「起きる」 「榮 える」 I 「泊めても らふ」 vorki- 

men 「存在す る」 「起る」 ihkommen 「續 く」 rlberkommen 「得る」 「占領す る」 nilrkommen 「下り 來る」 「分 妙 

する」 |菌醒 「生命 を 失 ふ」 wiedein 「歸 る」 ikii 「 歸る」 「返還す る」 zuki 「接近す 

る」 「手に 人る」 1012. 「去る」 「迷 ふ」 anko 匪 § 「到 著す る」 beiko 画 en 「迫る」 「思 ひつく」 It. 

ョ en 「出迎 へる」 「折れ合 ふ」 「偶然に 著く」 hinzukommen 「近づく」 herkimen 「由 來 する」 herein- 

f  en 「入る」 hiusko 霞 en 「出る」 him ニー 一 一懸毫- 「は い つ て 行く」 M 讓 skimen 「出 て來 る」 き komi 

「一 所に 來る」 wetni 「去る」 などと いふ やうに、 頗る 畳 富に 新ら しい 意味が 作られる ので あるが、 さう いふ 

こと はァラ ビヤ 語に 求める こと はでき ない。 況んゃ bck§§§ 「得る」 entkommenr 逃れる」 verko ョ ms 「 衰 へる」 

とい ふが ごとき 構造に 於て を や。 ァラ ビヤ 語で は ドイツ語の Ismmen の 意味 を あら はすのに ノ ita もしくは &Va 


とい ふ 言葉 を 以てする ので あるが、 eilikommcn 「金が 人る」 とい ふ 意味 を あら はすに は wasala、  auskommen 「 活汁 

を 立てる」 とい ふ 意味 を あら はすに は s-lr、  aiifko 一… 1き1 r 榮 える」 とい ふ 意味 を あら はすに は 15hLa -、  a? 

men 「泊めても らふ」 とい ふ 意味 を あら はすに は VIWH;  vol.kol 三 110 一  i 「起る」 とい ふ f  41^ を あら はすに は t-arKMall ヨ、 

na(-hk  (ミヨ 1011 r 續く」 とい ふ 意味 を あら はすに は tab ？、  l.ibcrkollllllen 「占領す る」 とい ふ 意味 を あら は r こ. H ぶ y- 

tgla  iiiederkomiiicn 「分娩す る」 とい ふ 意味 を あら はすに は walada、  iimko ョ men 「生命 を 失 ふ」 とい ふま 味 をら 

ら はすに は halaka、  wiederkommen 「 歸る」 とい ふ 意味 を あら はすに は ragaAl、  zuKickkommen 「 歸る」 とい ふま 

を あら はすに は raga*a、  zlllsnlmen 「接近す る」 とい ふ 意味 を あら はすに は 1 さ a、  zukommen 「乎に 人る」 と ハ 

ふ 意.^ を あら はすに は W ぶ ala、  abkommcii 「去る」 とい ふ 意味 を あら はすに は ノ  ttaf{ll5a、  ankommen 「到 著す る」 

と V ふ 意. k を あら はすに は wa?ala、  beikomiiien 「迫る」 とい ふ 意味 を あら はすに は ビ .aarabal  entgegskommen 

r5._ui へ る」 とい ふ 意味 を あら はすに は phahr  hhikommeii 「偶然に 著く」 とい ふ 意味 を あら はす こ よ wasal;l、 

hi-lzukol 三 neii 「近づく」 とい ふ 意味 を あら はすに は ビ (】Tfa、  lierkonimeii 「由 來 する」 とい ふ 意味 を あらよ す こま 

Ililil  hel.einko ョョ en 「人る」 とい ふ 意味 を あら はすに は daxanl、  herauskommen 「出る」 とい ふ 意 未 を あら はす 

に は xaraga  hineiiikommen 「はい つ て 行く」 とい ふ 意味 を あら はすに は daxaLl、  liiiieinkommen 「出て 來る」 と 

意味 を あら はすに は xaraga、  iiiitkoinnieii 「1 所に 來る」 とい ふ 意味 を あら はすに は rrlvafa、  wegkommen 「去 

る」 とい ふ 意味 を あら はすに は -in. ゾ al.afa、  hekom ョ en 「得る」 とい ふ 意味 を あら はすに は Mstalama, に x;iSa -、  em- 

kc ョョ eii 「逃れる」 とい ふ 意味 を あら はすに は llag「l、  vorlcoin ョ 21 「 衰 へる」 とい ふ 意味 を あら はすに は haraka と 
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いふ やうに、 それぞれ 全く 異なる 語 基 を用ゐ るので ある。 

(八) ァラ ビヤ 語に 於て は 語 基から 名詞. 動詞の 形式 を 作る こと はたやす いけれ ども、 陪詞 • 副詞 を 作る こと は 難 

い。 例へば Eb-r とい ふ 語 基で も、 Idbr といへば、 r 大」 「誇り」 を 意味し、 Hbar といへば、 「 大」 または 「老年」 

を 意味し、 kabura とい へば、 「大きい」 「生長す る」 lolbTr とい へば、 「大きい」 これ は 陪詞の 形式で あるが、 これ か 

らは 副詞の 形式 はで きないの である。 k-t-b を 取って 見る と、 kiUb 「本」 kutuMj 「本屋」 kitaba(t) 「碑 記」 Icatib 

「書く 人」 などと いふ 名詞が でき、 kataha 「書く」 kattaba 「 隊を つくる」 luUaba 「文通す る」 aktaba 「口授して 書か 

す」 takattaba 「 隊に 分ける」 tarltaba 「互に 文通す る」 -inkataba 「書き入れる」 "istaktaba つ 書く こ と を 願 ふ」 と い 

ふやうな 動詞 はでき る けれども、 この 語 基から は 陪詞の 形式 はでき ず、 陪詞の 形式 もで きない。 かるが 故に、 副詞の 

代りに 名詞の 役 格の 形 や、 名詞に 前置詞 をつ けた ものが 用 ゐられ る。 jauman は 「日」 の 役 格の 形で、 ドイツ語 でい 

へば eines  Tages の 意味、 lailaii は 「夜」 の 役 格の 形で、 ドイツ語 でい へば eines  Nachts  (！) の 意味で ある。 ドィ 

ッ語 でも einer  Nacht とい はない ところに 考へ させられる も の が ある。 陪詞 からで も 同じ やうに 役 格の 形 を 副詞と 

して 用ゐる ことが 行 はれる ので ある。 1-aman 「少しく」 kaen§ 「多く」。 また bil-kaf さ iti 「 充分に」 li-Salika 「それ 

がた めに」 li-tlbati-exlltil-i  r 好んで」 の ごとき は、 前置詞 を 伴 ふ ものの 例で ある。 陪詞の 形 はでき がたいから、 物 主 

代名詞と いふ もの もな く、 たぐ 物の 所有 主 を 示す 後 綴が ある。 kit^Mr 私の 本」 kiE ョ ka 「貴君の 本」 kitabuki 「貴女 

の 本」 kitribuliu 「彼の 本」 kisnllla 「彼女の 本」 kitabukuma 「貴君 等 一 一人の 本」 f, 貴女 等 一 一人の 本」 kitllbuhlmul 「 彼 

等 二人の 本」 「彼女 等 一 一人の 本」 kitrlbunn 「私共の 本」 kitabuk ョ n 「責君 等の 本」 ndtrlbukunna 「貴女 等の 本」 kiUbu- 


hum 「彼等の 本」 kitnblll ョ niia 「彼女 等の 本」 とい ふやう になる。 この 後 綴 は 動詞に くつ つ いて、 その 動詞の 要する 

目的 を 示す。 これ はァラ ビヤ 語の 特色の 一 つで あつ て、 セ ミト 諸 語に 共通す る ことで ある。 例へば (】aTaha 「彼が 打 

つ た」 と い ふ 動詞に こ れらの 後 綴が く つついて、  <.l§lballl 「彼が 私 を 打 つ た」 な an 一 rlka- 「彼が 貴君 を 打 つ た」 <〕ara- 

baki 「彼が 貴女 を 打つ た」 (Jarabahll 「彼が 彼 を 打つ た」 な araballn 「彼が 彼女 を 打つ た」 な arabakuma 「彼が 貴君 等 一 一 

人 を 打った」 や arabahumn 「彼が 彼等 一 一人 を 打 つ た」 <)aTabana 「彼が 私共 を 打 つ た」 ず rabukum 「彼が 責君等 を 打 つ 

た」 ず rabakunna 「彼が 貴女 等 を 打つ た」 tjarabalmm 「彼が 彼等 を 打つ た」 (Jarabahumla 「彼が 彼女 等 を 打つ た」 と 

いふ やうになる ので ある。 

(九) 複合語 を 作る こと はでき ない けれども、 一つの 語 基を擴 張して、 それに 關 係の ある さまざまの 意趣 を あら は 

す ことができ、 しかも それが 極めて 璺 富に できる ので ある。 xubz 「パン 」 と いふ 言葉の 二つめ の 子音 を 重ね、 母音 を 

代へ て、 xllhr-lz とすれば、 「ハ ンを燒 く 人」 とい ふ 意味に なり、 falb 「鋤」 とい ふ 言葉から 同様の 方法で fallrll.l 「鋤 

を 用ゐる 人」 すな はち 「農夫」 とい ふ 言葉 を 作る。 また kal>Ir 「大きい」 とい ふ 言葉の 形 を 代へ て ノ ikl き • とすれば 

「もっと 大きい」 とい ふ 意味になる。 Idtab 「本」 とい ふ 言葉から kutub 「多くの 本」 とい ふ 言葉 を 作り、 kalb 「犬」 

とい ふ 言葉から kilnb 「多くの 犬」 とい ふ 言葉 を 作り、 kntib 「書く 人」 と い ふ 言葉から kuttab 「多くの 書く 人」 と 

いふ 言葉 を 作る の も、 また 語 基の 擴張 である。 動詞に 至って は、 さらに 驚くべき ものが ある。 例へば kataba  r 書く」 

と い ふ 言葉 は kattaba 「書かす」 「 隊に 分れる」 kntaba 「文通す る」 s〈taba 「口授して 書かす 」 takattaba 「 隊を 分け 

る」 「帶 をし める」 tar-ltaba. 「互に 文通す る」 に ktataba 「記入す る」 「豫 約す る」 *istaldal>n 「書く こと を 願 ふ」 とい ふ 
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形に 於け る -na とい ふ 語尾が 女性名詞の 古い 語尾で あるのに よつ ても考 へられる ことで あつ て、 元來は 名詞た る 性 

質 を 充分に もつ てゐ たので ある。 完了し ない 動作 をい ふ jaktubii とい ふ 形 は 動詞の 形式で あつ て、 これに は 法 を あ 

ら はす 形が ある。 ァラ ビヤ 語で 區 別され る 法 は 三つ、 第一 は jaktubu とい ふ 形で、 すなほに 「皮が 書く」 とい ふこと 

を あら はす もの、 第二 は jaktul さ とい ふ 形で、 「彼が 書く こと を」 とい ふ 氣持を あら はす もの、 第三 は き とい 

ふ 形で、 「彼 書くべし」 とい ふこと を あら はす ものである。 なほこの 第三の 形から 人稱を 示す 前 綴 を 取り除け ると、 

ktub とい ふ 形が できる が、 語頭に 複合 子音 をい ふことの できない ァラ ビヤ 人 は、 はじめに ノマ を 添へ て ビ ktiib と 

いふ、 これ は 「書け」 とい ふ 命令 を あら はす もので あつ て、 文法 上から い へば、 第三の 形の 變っ たもので ある。 

(十) 名詞 文と 動詞 文との 區 別が 嚴 重で ある こと も、 特色の 一 つで ある。 Zaidim  waladun 「ザ イド は男兒 である」 

とい ふ 文 は、 「ザ イド」 について 述べ る ものであって、 「ザ イド」 を 主語 、「男 兒」 を 客語と いふ。 Zaidun  l-rltiblm 「ザ 

イドが 書いて ゐる」 とい ふ 文 も、 Icatibun とい ふ 言葉が 「書いて ゐる 人」 とい ふ 名詞で あるから、 ァラ ビヤ 人の 心 持 

では、 「ザ イド は 書いて ゐる 人で ある」 とい ふこと であつ て、 前の 例と えらぶ ところがない。 かくの ごとき 文 をァラ 

ビヤ 文法 學 では 名詞 文と いふ。. 名詞 文 は 主語た る 名詞に はじまり、 客語た る 名詞が これにつ くの が 本則で ある。 動 

作 をい ふに は 動詞 を はじめに 置いて 文 を 作る。 動詞の 定法の 形に はつねに 主語が 含まれる からで ある。 例へば jaktu- 

bii Zaidun  「ザ イドが 書く」 の ごとくで ある。 jaktubu とい ふ 動詞の 形の 中には その 動作の 主體が 第三 人 稱單數 男性 

の ものなる ことが 含まれて ゐて、 これ 一 つ だけで、 「彼が 書く」 とい ふこと になり、 それで 立派に 一 つの 文 をな す、 そ 

のつ ぎに Zaidun とい ふ 言葉 を eg くの は、 書く ところの 第三 人 稱單數 男性の ものが、 「ザ イド」 とい ふ 名なる こと を特 


こ 示す こ 過ぎな c。 故に 「彼が 書く。 それ は ザ イドで ある」 とい ふ 趣になる。 jaktubu-lwaladu  r 男兒が 書く」 でも 

同 二く 「4^ が 書く、 それ は男兒 である」 とい ふ氣 持で ある。 かくの ごとき 文 をァラ ビヤ 文法 學 では 動詞 文と いふ。 前 

にある 動詞 を^ 語と いひ、 後なる 名詞 を行爲 者と いふ。 

(十一) 文章 法 上に 生 格に ついて、 數詞 について、 述語た る 動詞と 行爲 者た る 名詞との 關係 について、 獨特な 規則 

が ある こと も 見逃しが たい。 

ほか 

生^ こつ いて は、 mucKif と mwjaf  -ilaihi と は ー體 をな して、 いかなる 場合に も その 間に 別の 語 を 介在せ しめ ざ 

るが 故に、 例、 ば 、「少女の 兩 手と 雨足」 とい はんとす るに は、 jada-lbinti  wal-iglrlha 「少女の 兩手 とそして 彼女の-丙 

足」 とい はねば ならぬ。 また ョ旦 af にか \ る 陪詞は ヨ 1 善. If ゴ aihi の 後に 置かねば ならぬ。 baiti  二  wazTri-lls ゥ U 

r 大官の 寅い 家」 に 於て、 wrltd- 「廣 い」 は き izir  r 大官」 のつ ぎに 置かれる ので ある。 

數詞 につ いて は 獨特な ものが ある。 數を 示す 單語 にして 陪詞 なの は wilhid, 女性 wrlhida(t) 「 一 」 及び ら nnni, 女 

性 HQllat^lni 「二」 だけで、 その外 はみ な 名詞で ある。 (二」 にも ビ. ladun とい ふ 名詞が ある。 「三」 より 上の 數 は- 

もと 特別の  語尾の  ない  のが 用 ゐられ  たが、  後に 至って 女性の 語尾 を 取る 形が でき、 この 女性の 語尾の ある 形が 多く 用 

ゐらる  > 'ことと なり、 これが 男性 名詞と ともに 用ゐ られ、 女性の 語尾の ない 形が 女性名詞 とともに 用 ゐられ る やうに 

なった。 數詞を 名詞と ともに 用 ゆる 法 は、 ァラ ビヤ 語に あって は、 三から 十まで は その 下に 複數生 格の 名詞 を 取り、 

十 一 から 九十 九まで は その 下に 罩數役 格の 名詞 を 取り、 百 以上 は 單數生 格の 名詞 を 取る。 へ ブライ； せ にあつ て は 「 一 」 

を あら はす 女性 -ahao だけが 名詞と して Status  collstl.uctus の 形 を 取つ て 下に 名詞 をう けても よく、  £S 詞と 
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して 名詞の あとに 置いても い、 ことにな つて ゐる だけで、 外 は みんな 名詞で、 status  constructus の 形 を 取り、 二 か 

ら 十まで は 下に 複數 名詞 を 取り、 十一から 十九まで は複數 名詞 を 下に 取る ことが 多い が、 ある 語 は 必ず 單數 にす ると 

いふ ことがあり、 一 一十 以上 も 同じ やうに する。 ゲ H ズ語 では 三より 上の 數も 陪詞 として 用 ゐられ る やうに な つて ゐる 

が、 女性の 語尾の ある ものが 男性 名詞と ともに 用ゐ られ、 女性の 語尾の ない ものが 女性名詞 とともに 用 ゐられ ると い 

ふ 趣 は 同じ やうで ある。 

述語た る 動詞と 行 爲者を 示す 名詞との 關係 は、 行 爲者を 示す 名詞が 男性なら ば、 單數 たると、 兩數 たると、 複數た 

ると を 問 はず、 述語た る 動詞 をす ベて 三人 稱單數 男性と し、 女性なら ば、 述語た る 動詞の 直後に あるときに かぎり、 

その 單數 たると、 兩數 たると、 複數 たると を 問 はず、 述語た る 動詞 をす ベて 三人 稱單數 女性と し、 もし 述語た る 動詞 

と 行 爲者を 示す 名詞との 間に 別の 單 語が 介在す るなら ば、 述語た る 動詞 は 三人 稱單數 男性で も、 同 女性で もい、 とす 

る。 また 文の 中な どで、 行爲 者た る 名詞が 述語た る 動詞の 前に ある 場合に は、 述語た る 動詞 は その 名詞に 性數に 於て 

1 致せねば ならぬ。 故に 行 爲者を 示す 名詞と 述語た る 動詞との 間に は 必ずしも congruentia がない ので ある。 名詞と 

陪詞 との 關 係に 於ても、 單數の 男性 叉 は 女性の 名詞の つぎに は陪詞 がー 致し、 兩數の 男性 又は 女性の 名詞の つぎに も 

陪詞が 一 致し、 語尾に よって 複數 たる こと を 示す 複數 男性 名詞の つぎに は陪詞 がー 致し、 ことに 人 を 示す ものに は必 

ず さう せねば ならぬ とせられ、 語尾に よつ て複數 たる こと を 示す 複數 女性名詞の つぎに は陪詞 は單數 女性と なる のが 

普通で、 人 を 示す ものに かぎり、 複數 にしても よしと せられ、 母音 を變 へて 多數の 意味 を あら はした 名詞の つぎに は 

陪詞 は單數 女性と する、 たどし 人 を 示す もの は複數 にしても い、 とする。 


(十二) 文と 文と を 結ぶ に は parataktiscli であるの が 普通で あり、 hyr-otaktisch であるの はまれで ある。 llypo- 

taktisch の 方法が 發 達しない こと は、 特色と すべき ものである。 二つの 文章 を 結ぶ に wa- 「そして」 を 以てする もの、 

fa- 「それから」 を 以てする ものが 最も 多い。 古典的な ァラ ビヤ 文を讀 むと、 殆んど 初から 終まで wa- と fa- とで 連 

絡して ゐる ことが 强く 感ぜられる。 コラ ー ンの 中には その 例が 多い。 元來 wa- は 物事が た f 相： H ぶこと を あら はし、 

f は 二つの 事が 相次いで 起る こと を あら はす 言葉で あるが、 動詞 文の つぎに wa- で 始まる 名詞 文 を 置く と、 前の 文 

にい ふところの 動作が 起った とき、 後の 文に いふと ころの 狀 態であった こと を 示す ことができる。 二つの 動詞 文 を！ 61 

ベて、 同じ 趣 を 示さう とする に は、 この AV;l- さへ も 入れない。 これ を狀態 文と いって、 ァラ ビヤ 文法 學 では 格段な あ 

ら はれと して 取极 ふので ある。 この wa- とか f とかい ふ もの は、 この 外に も いろいろの 意味に 用 ゐられ る。 ひろ 

くセ ミト 諸 語 を 見渡す に、 いくらか でも hypotaktiscli な 方法が 發 達して ゐ るの は、 ま づァラ ビヤ 語ぐ らゐな もので、 

外の 言葉に あつ て も hypotaktisch な ものがない ではなく、 名詞句 を 誘導す ると ころの、 ァラ ビヤ 語で いへば ノヨ に 

當る ものが、 ァ" カド 語に も、 へ ブライ 語に も、 フ. - ィニケ I 語に も、 アラマ ィ 語に も存 する ので ある。 なほ 關係文 

章 はこれ を 誘導す る關係 代名詞と ともに、 はやくから 用ゐら れてゐ る。 へ ブライ 語に waw  constH-utivlls とい ふ もの 

が ある。 これ は 完了 體の 動詞の 文の つぎに waw を 置いて、 未完 了 體の動 詞 を 置く と、 この 未完 了體の 動詞 は 未完 了 

を あら はさないで、 前の 完了 體の 動詞の あら はす 動作の 繼績 たる 完了せ る 動作 を あら はすので ある。 へ ブライ 語で は 

未完 了體の 語尾の 母音. が脫ち 去った ために、 法 を あら はすこと が 周 _M でな く、 かやう に waw とともに 用 ゐられ る 未 

完了 體も、 見たところ では 普通の 未完 了體の 形で あるが、 その 淵源に 遡って 見る と、 か、 る 場合の 未完 了體は 必ず 短 
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い 形で あつ て、 ァラ ビヤ 語で い へば mm} ミ i*  mag&m  (modus  apocopatus) とい ふ ものに 當 るので ある。 この 語法 

は へ ブライ 語に のみ 存し、 別の セ ミト 語に 全く 存 せざる ところで あるが、 實 はこれ がセ ミト 語の もとの 形であって、. 

それが たまたまへ ブライ 語に 殘り、 ^のセ ミト 語に は 失 はれた ので ある。 ァラ ビヤ 語に 於て mlKJari-  magzCim は 命 

令に 近い 意趣 を あら はすので あるが、 la ョ とい ふ 否定 を あら はす 副詞と ともに 用ゐ ると、 單 なる 完了の 否定 を あら は 

す ことにな つて ゐ るの も、 よく 考 へて 見る と、 へ ブライ 語に 殘 つて ゐる waw  consecutivus と 同じ 趣の ものである こ 

とが 知れる ので ある。 へ ブライ 語の waw  consecutivus は 古い セ ミト 語の 動詞の 二つの 時の 作用の 名殘 ともい ふべき 

ものである。 へ ブライ 語の 敍述 文で は、 述語た る 動詞 は始の 一 つ だけが 完了 體で、 その外 は waw を 戴く 未完 了體で 

あるの が 普通で ある。 舊約書 創 世紀 第 一 章の 文な どが そのい 、例で ある。 

セ ミト 語の 系圖を 明かに しょうと いふに は、 エジプト 語、 アッカド 語、 へ ブライ 語、 フォイ ニケ 1 '語、 アラマ ィ語、 

ァラ ビヤ 語の 六つ を 充分に 調査す るの が 第 一 步 である。 なほこの 外に ゲ H ズ語を 加 へれば、 もっとい、。 とい ふの は、 

この ゲ H ズ 語はァ ラビ ャ 語の 南 派 を 代表す る ものであるが、 その 南 派と いふ もの は、 北 派すな はち 普通に いふ ァ ラビ 

ャ 語と かなりの へだたりが あるが ゆ ゑに、 これ を 明かに しなければ、 廣ぃ 意味の ァラ ビヤ 語の 性質が はつ きりし ない 

からで ある。 

セ ミト 語 を大づ かみに 分ければ、 H ジブ ト語、 アッカド 語、 へ ブライ 語、 フォイ ニケ ー 語、 アラマ ィ語、 ァラ ビヤ 


語の 六つの 群になる。 この 中、 H ジプト 語、 アッカド 語、 へ ブライ 語、 フ.^ ィニケ ー 語の 四 大群 はすで に 死滅し- 

ラ マ ィ 語の 群 も 僅かに 命脈 を存 する に 止まり、 ァラ ビヤ 語の 群 だけが ひとり 活力 を 示して ゐ るので ある。 

アラマ ィ語群 

斩 裹ァラ マ M. 上 n〇 クル デスタ- ン、 ァゼル ベ イジ ャ ン にす むァラ 

亲 一」 一 づ r マイ 人の 言葉、 ウル ミヤ 方言 は その 代表的な もの 

斩！^ ァラ マ ィ吾 〇 新 シリャ 語と もい ふ、 ダマ スクに 近い アン ティ リバ 

亲 -0 一 一  ィ I ノス 山脈 中の 三 村落に 行 はれる 一 百 葉、 マ アル 1 フ 方言 

ァラ ビヤ 語 群 

新 北ァラ ビヤぶ 口 〇 普通に いふ 

菊., i ゾラ 新ァラ ビヤ 語 

ァラ ビヤ 半島の 方言 

イラ ー クの 方言 

シ リャ、 パ レ スチナ の 方言 

エジプトの 方言 

マグ V 、フ 045ーーョ〇 リ ビヤ、 チ ュ 二 ス 及び アル ゼリ 

っク I フに 3， ャ、 モロッコの 四つに 分れる。 

マ ル タ 島の 方言 

新 南ァラ ビヤ 語お^ 统ヒ ^ 

ァ ム ハ ラ語 • 

チグレ ー 語 
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ギグリ 二 ャ ；ぉ 

； ノリお 一ぎ 〇ハ ドラ マ ゥ t のま 端 

メ フ リ f^Jpl マ フラの 地に 行 はれる 

\ フ レ ゴ f 〇 才 マ I ンの 西南  . 

シ フ ルカ 言 境の 地に 行 はれる 

ソ コ トラ 島の 方言 

ついでに いふ、 へ ブライ； fig は、 學術上 宗教 上の 言 紫と しての ほか は、 一旦 死滅した ので あるが、 一 y く 起った シォニ 

ス ムスの 運動に よって、 復活が 試みられ、 學術上 宗教 上の 目的の 外に 有志 者の 1? に は 社交 上 儀式 上に も 用 ゐられ る 

ことにな つた。 しかしながら 古代へ ブライ； f6 を用ゐ ようとい ふので はなく、 中世へ ブライ 語 を 本と し、 それに 新ァラ 

マ ィ語を 多分に 取り入れた ものである ことが、 シォ 二 ストの 發 行した 新聞 ゃ雜 誌な どの 文からで も 看取され るので あ 

る 0 

セ ミト 語 を通覽 する に、 H ジプト 語 はいろ いろの 點、 ことに 語彙に 於て 著しく 爾餘の セ ミト 語と 異なる ところが あ 

るので、 刖の 系統の 言葉で あるかの ごとく 思 はれ 來っ たので あるが、 ァ ドルフ • ェ ルマン の 永年に わたる 研究に よつ 

て、 たしかに セ ミト 語で ある ことが 明かに なった。 H ルマンの 說 によれば、 エジプト 語はセ ミト 語の 中で 甚だ 早く 

離して、 數 千年の 間 全く- m 獨に發 達した もので あらう、 二，' ル 河の 流域に 移住した セ ミト 人の 言葉 は、 古くから その 

地に あつ て 異なる 言葉 を 使つ てゐ た：^ との？ S 合に より、 また 極めて 古くから 文化の 發 達した ことによ つ て、 爾 餘のセ 

ミト；^§と異なる姿を取るに至 つ たもので、 その 趣 は英； As が爾 餘のゲ ル マ ン と 異なる 姿 を 取る やうに な つたのに よく 

似て ゐ ろと いふ。 アッカド 語、 へ ブライ 語、 フ. -ィ -ーケ ー 語、 アラマ ィ語、 ァラ ビヤ 語の 五つ は 極めてよ く 似た 姿 を 


示す が、 しかも 大きい 特徵 によって、 はっきり 二つの 派に 分ける ことができる。 その 特徵の 最も 著しい もの をい へば、 

第一、 音に 於て 甲種の 言葉で は 元来の e が >s. にか はり、 元来の が Z に 代って ゐ るのに、 乙種の 言葉で は 元来の G は 

その ま であり、 元来の XO は その ま、 > ^である. 二い ふ 事實、 第二、 文章 を 結び合せ るに は \V;iW  roiM-ll  一 ivl-s が 甲 

種 の 言葉 では 最も 多く 用 ゐられ る 方法で あるのに、 乙種の 言葉 では 或る もの はすで に その 方法 を 失 ひ、 その な ほ存す 

る もの もた ぐ 僅か に 痕跡 を 留め る だけ で あ る， こい ふ 事實、 第三、 語彙 にあって は、 例へば 「ある」 とか、 「なす 一 とかい 

ふやうな 常に 用 ゐられ る 動詞が 甲種の 言葉と 乙種の 言葉と では 全く 異なる ので ある。 一 一派 を 分つ 線 は へ ブライ 語と フ 

ォ ィ 二 ケ，' 語との 間に 引かれる。 へ ブライ 語と フ ォ ィ 二 ケ ー 語と は 極めてよ く 似て ゐ るから、 セ ミト 學が 進歩して か 

らも、 久しい 間 カナ ァ ン 言葉と して 一 括され 來っ たもので、 西曆 一 千 八 百 八十 七 年に テオドル • ネルデケが 一. セ 

ミト 語」 とい ふ 概說を 著した ころ はいふに 及ばず、 それより 三十 一 一年め の 西暦 j 千 九 百 十八 年に 出た ゴ ト ヘル フ • ベ 

ルクス トレ ー セル 改訂の 「ゲゼ 二 ウス」 の初卷 にも、 なほへ ブライ 語と フォイ ニケ ー 語と を カナ アン 派の 言葉と して 

ある。 へ ブライ 語が 甲種の 言葉で あり、 フナ. ィニケ ー 語が 乙種の 言葉で ある こと を 明かに したの は、 西曆 一千 九 百 二 

十二 年に 出た ハ ン ス • バウ 二 ル 及び ボン トウ ス. レア ン. デルの 「舊約 書の へ ブライ 語の 歷 史的 文法 J の 第一 卷 である。 

上に 述べた 三つの 點 についても、 「牡牛」 をへ ブライ 語で は s「>r とい ひ、 アッカド 語で s^nn 一  とい ふのに 近く、 フォ 

ィ 二 ケ ー 語で は 0<,>1- と い つ て、 ァ ラ ビ ャ 語で PEl- と い ふのに 近いし、 waw  congcutivlls にしても、 へ ブ ラ ィ 語で 

は殆ん どこれ より 外に 文と 文と を 結び合せる 方法が ないかの ごとき 觀念を 示す のに、 フォイ 二 ケ ー 語で はこれ が 全く 

見えない し、 また 「ある」 とか、 「なす」 とかい ふやうな 單語 にしても、 へ ブライ 語で は r ある」 を r ざ。 一， 「なす」 を 
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ヂグリ 二 ャ 語 

メ フ ー, お 一ぎ 〇 ハ ドラマ ゥトの 東端 

ス フ I  7^， マフラの 地に 行 はれる 

\ マ レレ 三 ぎ 〇 ォ マ— ンの 西南  . 

シ フル 言 境の 地に 行 はれる 

ソ コ トラ 島の 方言  - 

ついでに いふ、 へ ブライ 語 は、 學術 上宗敎 上の 言葉と しての ほか は、 一旦 死滅した ので あるが、 近く 起った シォ- 一 

ス ムスの 運動に よって、 復活が 試みられ、 學術 上宗敎 上の 目的の 外に 有志 者の 間に は 社交 上 儀式 上に も 用 ゐられ る 

ことにな つた。 しかしながら 古代へ ブライ 語 を用ゐ ようとい ふので はなく、 中世へ ブライ 語 を 本と し、 それに 新ァラ 

マ ィ語を 多分に 取り入れた ものである ことが、 シォ 二 ストの 發 行した 新聞 ゃ雜 誌な どの 文からで も 看取され るので あ 

る 0 

セ ミ ト語 を通覽 する に、 ヱ ジブ ト語 はいろ いろの 點、 ことに 語彙に 於て 著しく 爾餘の セ ミト 語と 異なる ところが あ 

るので、 別の 系統の 言葉で あるかの ごとく 思 はれ 來 つたので あるが、 ァ ドルフ • エルマ ンの 永年に わたる 研究に よつ 

て、 たしかに セ ミト 語で ある ことが 明かに なった。 エルマンの 說 によれば、 エジプト 語はセ ミト 語の 中で 甚だ 早く 八？^ 

離して、 數 千年の 間 全く 單獨 に發 達した もので あらう、 二 ー ル 河の 流域に 移住した セ ミト 人の 言葉 は、 古くから その 

地に あって 異なる 言葉 を 使って ゐた 民との 混合に より、 また 極めて 古くから 文化の 發 達した ことによって、 爾 餘のセ 

ミト 語と 異なる 姿 を 取る に 至った もので、 その 趣 は 英語が 雨餘の ゲル マ ン 語と 異なる 姿 を 取る やうに なった のによ く 

似て ゐ ると いふ。 アッカド 語、 へ ブライ 語、 フォイ ニケ ー 語、 アラマ ィ語、 ァラ ビヤ 語の 五つ は 極めてよ く 似た 姿 を 


示す が、 しかも 大きい 特徵 によって、 はっきり 二つの 派に 分ける ことができる。 その 特徵の 最も 著しい もの をい へば、 

第一、 音に 於て 甲種の 言葉で は 元來の e が 5 にか はり、 元來の >9 が Z に 代って ゐ るのに、 乙種の 言葉で は 元来の e は 

その ま、 e であり、 元來の VC は その ま であると いふ 事實、 第二、 文章 を 結び合せ るに は さ； IW  conyccutivlls が 甲 

種の 言葉で は 最も 多く 用 ゐられ る 方法で あるのに、 乙種の 言葉で は 或る もの はすで に その 方法 を 失 ひ、 そのな ほ存す 

るものもた^：-僅かに痕跡を留めるだけでぁるとぃふ事實、 第二 一、 語彙に あ つて は、 例へば 「ある」 とか、 「なす」 一と かい 

ふ や うな 常に 用 ゐられ る 動詞が 甲種の 言葉と 乙種の 言葉 とで は 全く 異なる ので ある。 二 派 を 分つ 線 はへ ブ ラ ィ 語 と フ 

t ィ 二 ケ，' 語との 間に 引かれる。 へ ブライ 語と フ ォ ィ 二 ケ ー 語と は 極めてよ く 似て ゐ るから、 セ ミ卜學 が 進歩して か 

らも、 久しい 間 カナ ァ ン 派の 言葉と して 一 括され 來っ たもので、 西曆 一 千 八 百 八十 七 年に テオドル . ネルデケが 「セ 

ミト 語」 とい ふ 概說を 著した ころ はいふに 及ばず、 それより 三十 一 一年め の西曆 一 千 九 百 十八 年に 出た ゴ ト ヘル フ. ベ 

ルクス トレ ー セル 改訂の 「ゲゼ 二 ウス」 の初卷 にも、 なほ へ ブ ライ 語と フ オイ ニケ ー 語と を カナ ァ ン 派の 言葉と して 

ある。 へ ブラ， <7 語が 甲種の 言葉で あり、 フォイ ニケ I 語が 乙種の 言葉で ある こと を 明かに したの は、 西暦 一千 九 百 二 

十一 一年に 出た ハ ン ス • バ ゥ ェ ル 及び ボ ント ウス. レア ン， デルの r 舊約 書の へ ブライ 語の 歴史的 文法」 の 第 一 卷 である。 

上に 述べ た 三つの 點 についても、 「牡牛」 を へ ブライ 語で は Sr>r とい ひ、 ァ ッ カド 語で r"l-ml と いふのに 近く、 フ ォ 

ィ ニケ ー 語で は 0「>1- といつ て、 ァラ ビヤ 語で Oaur とい ふのに 近いし、 waw  consecutivlLS にしても、 へ ブライ 語で 

は殆ん どこれ より 外に 文と 文と を 結び合せる 方法が ないかの ごとき 觀念を 示す のに、 フ.^ ィニ ケ ー 語で はこれ が 全く 

見えない し、 また 「ある」 とか、 「なす」 とかい ふやうな 單語 にしても、 へ ブライ 語で は 「ある」 を hrlKl- r なす」 を 
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お とい ふが、 フォイ 二 ケ ー 語で は 「ある」 を k 一 1 「なす」 を 1 二 といって、 相 異なり、 フォイ 二 ケ ー 語の ku はァ 

ラ ビヤ 語の Icrli また フォイ ニケ ー 語の 1>*1 はァラ ビヤ 語の fa ビ -la と 合 ふので ある。 (初學 者の ためにい ふ、 フォ 

ィ 二 ケ ー 語の 動詞に 母 昔を附 けな いのは、 プラウトゥスの r ボ H ヌル ス」 も 今 は 手許 にないので、 まちが ふと いけな 

いから、 子 昔 だけ を 示した ので ある。) へ ブライ 語と フ ォ ィ 二 ケ ー 語との 間に 引かれる 線に よつ て 分 たれる 一 一派の 言 

葉 は、 へ ブライ 語の 屬 する 甲種の もの を 古 派と し、 フォイ ニケ ー 語の 屬 する 乙種の もの を 新派と する。 古 派に はへ ブ 

ライ 語、 アッカド 語が 數 へられ、 新派に は フォイ ニケ ー 語、 アラマ ィ語、 ァラ ビヤ 語が 數 へられる。 この 系屬を 明か 

にす るの は、 バ ゥ ェ ル 及び レア ン デルの 前にい つた 書の 第 十七 頁に ある 園が 最も 便利で ある。 

つぎに セ ミト 語族の 一 つ 一 つの 派に ついて 一 言しょう。 H ジプト 語は少 くと も西曆 紀元前 三千 四百 年頃から 西 唇紀. 

元 前 百年 頃に 至る まで 凡そ 三千 年 以上に 亙る 歷史を もつ 言葉で ある。 從っ て 古いと ころと 新ら しいと ころと に は 語彙 

の 上に も、 文法の 上に も 相違が あり、 大體古 H ジプト 語、 中 エジプト 語、 新 エジプト 語の 三つに 分けられる やうで あ 

る。 この 言葉の 繼鑌を コプト 語と いひ、 ブハ イラの 方言と サイ ー ドの 方言と に 分れる U 西 曆第七 世紀より ァラ ビヤ 語 

の壓 迫に よ つ て やう やく その 用が 蹙ま つ たが、 それでも 西曆第 十五 世紀まで はェ ジ ブトの キリス ト敎 徒の 間に 一 般に 

行 はれた。 西曆第 十七 世紀に 至つ て は宗敎 上の 目的に しか 用 ゐられ なくなった。 ァ ッ カド語 はもと はァ ッ シリャ 語と 

呼ばれた もので、 さう 呼ばれた の は、 この 言葉の 研究が ァ" スルの 文獻の 研究に 端を發 したから であるが、 その後 こ 

の學が 開けて、 バビ 口 ン の文獻 が主體 をな す やうに なつ てから も、 古い 名稱 はすたら ず、 今 もな ほこれ をァ ッ シリャ 

語と 呼ぶ 人が 少 くないが、 學界 では ァ " カド 語と いふ 名で いふの が 普通に なった。 この 言葉 は少 くと も西曆 紀元前； 二 
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TO: 南 HJ^ 細 H^i 言語の 系統  四 二 

千年 頃から 西曆 紀元前 三百 年頃まで ざっと 二 千 七 百年 以上の 歷史を もつ てゐ る。 概してい へば、 バビ 口 ン語、 ァ " ス 

ル語、 新バビ 口 ン 語の 三つに 分れ、 文字 も、 語彙 も 大いに 異なる。 バビ 口 ン 語に は シ ュ メル 語の 影響が 多く、 ァ ツ ス 

ル 語に は ハ ツチ 語の 影響が 多く、 新バビ ン 語に はまた 別の 夾雜 分子が 認められる。 この 言葉 も、 早くから 別の セミ 

ト 語と 離れて 獨 立に 發 達した ものである" この 言葉が 威勢 を 張った の は西曆 紀元前 第 十五 世紀 頃から 數 百年の 間で あ 

つた。 かの テル. H ル. アマ ルナの 消息 集 はこの 事實を 示す ものである。 へ ブライ 語の 古さ は西曆 紀元前 第 十五 世紀 

までとに かく 立證 される。 テル- エル • アマ ルナの 消息 集の 中に カナ アンの 言葉と いふの がそれ である。 西曆 紀元前 

一 千 二百 五十 年頃に 成った デボラの 歌 (舊約 書 士師記 第五 章) がそれ に 次ぐ。 西暦 紀元前 第 九 世紀 以來 文字 上の 遣存 

が ある。 方言の 差 はあった らしく、 その 痕蹟 は舊約 書に も 見える (士師 記 第 十二 章 第 六 節)。 ユダヤ人の バビロン 幽 

屏 後に はバ ビ & ン の 地に その 頃 專ら行 はれた ァラ マ ィ 語の 影響 を 受けて、 故 鄕に歸 つ てから も、 よほど 言葉 遣が 變っ 

た。 これが 中へ ブライ 語で ある。 新へ ブライ 語と いふの は 最近に 至つ てシォ 二 ストの 努力に よ つ て 復活した もので あ 

る。 へ ブライ 語 は カナ ァ ン の 地に 隨分 古くから 行 はれた セ ミト 語で あるが、 最初に この 言葉 を 用 ゐてゐ たもの がどう 

いふ もので あるか はよ くわから ない。 後に この 地に はいつ て來た 別種の セ ミト 人が つねに この 地に 於て この 言葉 を 習 

得して、 專ら この 言葉 を 使用す る やうに なった こと は、 特に 注意すべき ところで ある。 古く はァ モリ ト人、 や、 新ら 

しく はハ ピリ 人、 みなこれ 固有の 言葉 を 捨てて、 へ ブライ 語 を 用ゐる やうに なった ものである。 へ ブライ 人 はこの ハ 

ピリ 人と 連絡が ある ものら しく、 もと アラマ ィ語を 用 ゐてゐ たとい はれ、 カナ アンの 地に 入る に 及んで、 はじめてへ 

ブライ 語に 習 ひ、 專ら これ を 用ゐる やうに なった ものである。 へ ブライの 神 JjIWH の ごとき も、 へ ブライ 語で は 


說明 がっかず、 ァラ マ ィ語 か、 ァラ ビヤ 語 かなら ば、 充分 說明 がっくの である。 假 にァラ ビヤ 語で 解釋 すれば、 hawri, 

jal-WT 「落ちる」、 「襲 ひか、 る」、 「風が 吹く」 などと いふ 意味の 動詞に 本づ くもの らしく、 これに よれば、 暴風の 神 

であった ので はな. いかと いふ 見當 がっく。 へ ブライ 人の 住んだ 地に 多い l.n …； I とい ふ 名 は 「岡」 とい ふ 意味で あるが， 一 

これ はァラ マ ィ語 でなければ、 說明 がっかない。 フ. -ィニ ケ— 語の 最古の 遺 存はキ ュ プ ス 島の キチォ ン から 出た 靑 ！ 

銅盤の 破片で、 西暦 紀元前 九 百 五十 年頃の ものと 認められる。 アンチ ォ キヤの 北、 八/の ジン リ ルリの 地から 出た ャゥ. ： 

、、ティ 王 KLMW の 碑が これに 次ぐ。 これ は西曆 紀元前 八 百 五十 年頃の ものと 認められる。 その つ ぎが ゲバ ルの 寄進 一 

碑で、 これ は西曆 紀元前 第五せ 紀の ものと 認められ、 全文 十五 行から 成り、 畳 富な 內容を もつ。 シ ドン 王 エシュ ムナ ： 

ザルの 墓誌 は 內容の 上から 見て 頗る 重要で ある。 フ ォ ィ ニケ ー 語 は西曆 紀元前  一 f 紀 頃まで は 生存して ゐ たらしい。 

カルタゴ に 行 はれた 言葉 をボ ェ 二 語と いふ。 ボ H  二 は フォイ 二 ケ ー の 訛。 この 言葉 は 多くの 碑文、 古泉に よ つ て殘 る.^ 

一 

碑文の 中で 注意す ベ き は マルセイユ にある 犠牲の 制札で ある。 プラウト ゥ ス のボェ ヌ ルス の 中に も 多く 保存せられ る。； 

ボェヌ ルス は ボェニ 語を寫 すのに ラ テ ン 文字 を 以てした から、 種々 の點に 於て 缺陷の あるの を 免れない けれども、 こ 一 

れが ために 母音の 情 態 を 不充分ながら も 知り 得る とい ふ 利益 も ある。 カルタゴ が 滅亡して から 後に その 地に 行 はれた 

言葉 を新ボ H  二 語と いふ。 この 新ボ H 三 語 は 頑固に 征服者の 言葉た る ラテン語に 抵抗し、 周 園に 住んで ゐ たもの の 言- 

葉で、  や、 も すれば 勢よ く 入り 來 つて、 その 權利を 主張 せんとす る マウ リタ ニヤ 語に も 抵抗して、 およそ 西暦 紀元 第 

五 世紀 頃まで 生存した。 ァラ マ ィ 語の 最古の 遣存は 西暦 紀元前 七 百 五十 年から 七 百 一 一十 年までの 間に 成った とい はれ 

る。 ジン リ ルリで 發 見され た サム アルの 古 碑で ある。 パ ナム 王、 バ ルレ クブ 王、 ハ マ ー ト 及び に S の 王 Znr の 碑 は 
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いづれ も西曆 紀元前 八 世紀の ものである。 ァラ マ ィ人 は西曆 紀元前 第 十四 世紀から その 名が あら はれて ゐ るが、 はじ 

め フォイ 二 ケ ー 文字 を 借り 用ゐ、 それと ともに フ ォ ィ 二 ケ ー 語 を 文章語と して 用ゐ たもので、 專ら 本國の 言葉 を 記す 

やうに なつ たの はや、 後の ことで ある。 アラマ ィ 語はァ ッ シリャ 帝 國內に 勢 を： 張り、 全 帝 國內に 行 はれる やうに なり 

つ ひに は アッカド 語 を 人の 口から 追ひ拂 つたが、 ペルシャ 王阈が 起る に 至っても、 その 勢が 毫も 衰 へず、 世界の 交通 

語と なり、 その 頃まで 西方に 行 はれた 種々 の 言語の 特權を 奪つ た、 セ ミト 人の 住む こと 決して 多から ざる 小 アジ ャの 

地に 於て さへ ペルシャ のサ トラ プは その 貨幣に 銘 する にァラ マイ 語 を 以てする ほどであった。 今の アラバ スン、 古の 

いは ゆる ァ ラビ ス ソ ス の 地に 於て 發 見され た 一 つ の 碑に はセ ミト、 ィ ー ラ ー ンー ー敎を 混じた 宗法 をァラ マ ィ 文字 ァラ 

マイ 語で 記して ゐ るが、 これ を 以て 見る と、 アラマ ィ語は ペルシャ 時代に 於て この 地方の 公用語であった ばかりで な 

く、 精神 生活 を發 表する 具で もあった。 この 時代に ァラ マイ 語の 勢力 は エジプト にも 及んで、 パピ ュロ スの 上に もこ 

の 言葉 を 以て 記した 法令の 類が 殘る。 ァラ マ ィ語 はァラ ビヤ 人の 住んだ 地に も はい つ たが、 こ、 では 文章語と して 一 

時 使用せられ たに 止まる。 後代の ァラ マ ィ語は 東ァラ マイ 語、 西 アラマ ィ 語に 區 別され る。 東ァラ マ ィ 語の 遣 存は西 

曆 紀元後の ものが ある だけで ある。 これに 屬 する もの は H デ ッ サの 方言 を 基礎と する シリャ 語、 バビロン タル ム -I ド 

の 中の ゲ マ ル 部の 言葉で ある。 シリャ 語はギ リシ ャ 語の 影響が 多く、 バビ 口 ン タル ム ー ド語 はへ ブライ 語の 感化が 著 

しい。 バビロン タル ム，， 'ドの 一類に マ ン ダイ 語が ある。 これ はへ ブライ 語の 影響 もな く、 ギリ シ ャ 語の 感化 もな く、 

正字法の 上に も他國 民の 歷 史的 正字法と 何等の 交涉 がな く、 喉 音の 消滅の 著しい 實 際の 音韻組織 を忠 實に寫 して ゐる 

とい ふ點 が、 有益な 史料で ある。 シリャ 語に 二 派 ある。 これ は西曆 紀元 第五 世 記に 於て キリスト 敎社會 を 震駭 させた 


キリス ト論 によ つ て、 これまで 統 一 して ゐたシ リャの キリスト 敎會が 二つの 相 背反した 派に 分れた ためで ある。 當時 

口 ー マ 帝 國に屬 した 西方の シリャ 人 は ヤコ ブ • バラ ダイ ォスの ー體 論に 歸 依して、 自ら ヤコ ブ 派と いふ。 しかるにべ 

ルシ 帝國に 住んだ シリャ 人 は ネスト リウスの 敎理を 奉じて ネスト リウス 派と いふ。 これより して もとは 一 つで あ つ 

た シリャ 語が 分れて 二つと なり、 互に 通じない やうに なった。 西 曆第七 世紀に ァラ ビヤ 人が 勃興して シリャ 語の 通用 

を 奪った 後 はた f 宗敎の 用語と なり、 なほ 六 百年の 間 も 命脈 を存 した。 東 シリャ 語の 今日 僅かに 殘る ものが 新 シリャ 

語で ある C ァケメ ネス 朝の 時代に ベ ル シ ャ に 地歩 を 占めた ァラ マ ィ 語はサ ー サ ー ン 朝の 時代に 至 つ て も 有力で あ つ た。 

當時 のべ ルシャ 人 は ペルシャ 語 をァラ マ ィ 文字で 寫 した だけでなく、 多くの ァラ マ ィ語 をィ、 、テオ グラ ム として 輸入し 

た。 音で よめば アラマ ィ語、 それ を訓 でよ めば ぺ ルシ ャ語 である。 西 シリャ 語の 遣存は 西暦 紀元前 第五 世紀に 於け る 

アスア ン. エレ ファン チンの ユダヤ人の アラマ ィ 語で パ ピュ ri ス に 書かれた ものと、 架 書中の ァラ マ ィ語 とが それに 

つぐ。 タル グ ー ム語、 ィ でルサ レム • タル ム— ド語、 サ マリタン 語、 キリ スト 敎の行 はれる パ レス チナで 用 ゐられ る 

ァラ マ ィ 語が や 、新ら しい 形式で ある。 新約 書に はすべ て 十六 個の ァラ マ ィ 語が ギリ シ ャ 文字で 書かれて ゐ るが、 そ 

の 時代の 土人の； 一目 葉 を 明かに する こと はでき ない。 。ハ レ スチナ の キリスト 敎徒 は西曆 紀元 第三 世紀 以來 エヂ ッ サの敎 

會 に從屬 したが、 キリスト 論が 起って 東方の キリスト 敎 徒が 分裂す るに 及んで は、 ビ ュ ザンッ 皇帝の 勅裁 を 經たハ ル 

ケ ドン 宗 敎會議 の 決議 を 信奉す る メル キト 派と して 獨 立し、 經典 を齲譯 し、 宗敎 文學を 作った。 この 言葉 はァラ ビヤ 

人が 興る に 及んで、 その 跡 を ひそめた。 西 アラマ ィ 語の 今日に 生存す る もの はダ マ スクに 近い アン ティ リバノ ス山屮 

に 相 隔絶せ る マ アル ー ラ外 二つの 村に 話される 言葉で ある C ァラ ビヤ 語 はァラ ビヤの 地で 二つの 枝に 分れる。 一 つ は 
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北ァラ ビヤ 語、 一 つ は 南ァラ ビヤ 語で ある。 二つの 中で は 南ァラ ビヤ 語の 方が 早く 文化に 觸れ たが、 北ァラ ビヤ 語 も 

文明 國の 近くで はべ ルシ ャ 時代に も、 n I マ 時代に も その 文化に 影響せられ ざる を 得なかった。 北ァラ ビヤ 語 を 話す 

民 はか やうな 事情の 下に ァラ マ ィ 語に 習 ひ、 アラマ ィ 文化 を 採り、 ァラ マ ィ語を 文章語と する に 至 つ たもの が 多く、 

かくの ごとき 要素 を も つ 國家も 多く 成立 し た。 けれども 北ァラ ビヤに 於ても ァラ ビヤ 語 を了ラ ビヤ 文字で 書いた もの 

がないで はない。 その 文字 は 南ァラ ビヤ 文字で、 カナ アン 文字から 直接に 出た ものである。 かくの ごとき 碑文 は ダマ 

スク から 北 ヒジャ ー ズのェ ルォ イラに 至る までの 地に 發 見せられる。 この 文字 はやが てァラ マ ィ 文字、 ことに ナ バタ 

ィ 文字に よつ て驅逐 せられた。 新ら し. い 形式に 於け る 最古の ァラ ビヤ 文 獻はダ マスクに 近い ェンネ マ —ラ に發 見せら 

れ たもので、 西曆 紀元 三 百 一 一十 八 年に 成立した ヒ ラ 王朝の 廟陵を 飾る ものである。 この 碑文の 言葉 は 後代の ァラ ビヤ 

文語と 殆んど 同 一で ある。 これに 次ぐ のが ァ レ ッ ボに 近い ザバ ドの西 曆五百 十二 年 または 五 百 十三 年の 碑文、 ダ マ ス 

ク の南ハ ルラ ー ン にあ つ た 西 唇 五 百 六十 三年の 碑文で ある。 金石文 字 はか やうに 少 いけれ ども、 歌 諮が 頗る 發 達して 

ゐて、 それが 永く 國 民の 口に 殘る ことと なった。 この 歌 謠 の 言葉 は專 ら歌謠 にの み 用 ゐられ る 共通語であって、 後の 

世まで ァラ ビヤ 人が 言語 上の 理想と すると ころで ある。 俗語 はメ ツ 力の 方言 だけが H ル コル ァ ー ンの 用語の 基礎と な 

つ たこと によ つ て 知られる が、 外の 地方の 方言 は 全く 知る 手がかりがない。 中世の 俗語と いふ もの も 殆んど 知る こと 

がで きない。 近代の 俗語 は 前に 述べた とほり である。 南ァラ ビヤ は、 西 1! 紀元前 數 せ紀： の 頃に は、 土地が 肥沃で、 產 

物が 多く、 インド 贸 易の 焦 點と なって、 富が 集積した ので、 高度の 文化が 開け、 カナ アン 人から 文字 を 借りて、 カナ 

ァ ン語 よりも 畳 富な 昔を寫 すに 適する やうに 改造した。 南ァ ラビ ャ語は 北ァラ ビヤ 語よりも 音が 璺富 であるが、 それ 


でも 規則的に 對應 する ので ある。 南ァラ ビヤ 語に 於て は s§>s の 一一 (つが E 別せられ、 北ァラ ビヤ 語に 於て は S5 の 二 

つが 區刖 せられる。 南ァラ ビヤ 語 はま づマ イン 語、 サバ 語の 二つに 分れる。 マ イン 語 は 第三 人稱の 代名詞に も、 役 幹 

にも S- を 用ゐ、 この 點が アッカド 語と よく 似て ゐ るが、 サバ語 は これらの 場合に h を 用ゐ、 この 點が爾 餘のセ ミト 語 

と 一 致す る。 マ イン 語 は 商業 上の 足溜り を經 てヒジ ャ ー ズの H ルォ イラに 移植せられ、 また^の ところでは サバ 語と 

ijM んで存 する。 この 外に ハ ドラ マウ トの 言葉 を 別すべき ものの ごとくで ある。 これらの 言葉で 書かれた 碑文 はかな 

り 多い が、 神社の 造 營に關 する ものが 多い やうで、 解し がたいの は遣憾 である。 その 古いの は西曆 紀元前 八 百年、 新 

らし いのは 西曆六 百年に 及ぶ とい はれる。 これらの 言葉 は イス ラ ー ム の與隆 とともに 北ァ ラビ ャ 語に 壓 倒せられ て 死 

滅し、 マフ ーソ、 シ フル 等の 海岸 地、 ソコ トラ 島に 殘存 する のみと なった。 この 南ァラ ビヤ 語に 屬 する もので、 いまな 

ほ 勢の あるの は、 H チォ ピャに 行 はれる 言葉で ある。 ェチォ ピャと いふの は、 ギリシャ 語で は黑 人の 住む 地 を 指し示 

し、 エジプト 語の ェ クオ ー シュ、 へブ. ライ 語の クシ ュに當 るので あるが、 エジプト では 二 ー ル 河の 第一の 力 タラ タト 

より 南に ある 地の 總稱 として この H クオ ー シ ュ とい ふ 言葉 を 用ゐた 例で あるから、 極 古い 時代から ァク ス I ム の 諸 王 

がその 國を 呼ぶ セ ミト 語の ハ バ シ ャ Habar(t) とい ふ 言葉に 代へ. てこの ェ チォピ ャと いふ 言葉 を 用ゐ、 その ま \ 今日 

に 及んで ゐる にしても、 それ は 決して 適當 とはい はれず、 やはり もとの ハバシ ャの 方が ぴったりす るので ある。 ハバ 

シ ャ を ギリ シャ 風に したの が アビ ュ シ ニヤで ある C 國民は 自ら 稱 して ゲ H ズと いひ、 國語を も 同じく ゲ H ズと 呼ぶ。 

もと 南ァラ ビヤから 對 岸の アフリカに 移住した ものである。 移住の 年代 ははつ きり しないが、 西曆 紀元前よ ほど 久し 

いこと であるら しい〕 この もの は 移住して 後 その 地に 古くから 住んで ゐた ハ ミト 人と 混合して、 いろいろの 影響 をう 
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け、 言語 もまた 大 なる 變化を 蒙った。 ゲヱ ス 語の 最も 古い 遺存 は西曆 紀元 第 四 世紀に 成る ものであるが、 その 文字に 

は 母音が 附 いて ゐ ない。 西 唇 紀元 五 百年 頃に 至る と、 碑文 はやう やく ゲ H ズ 文字の 特色 を 示し、 古代 セ ミト 文字で は 

示さない 母音 を 子音 文字と 組み合せて 書いて ある。 昔 韻の 情 態 は 北ァラ ビヤ 語よりも よほど 新ら しい。 碑文の 外に 聖 

書の 飜譯が あり、 キリ ス ト敎 文學が ある。 ゲ H ズ 語の 生命 は 長 か つ た。 西暦 第 十一 一世紀に ァク ス ー ム 王朝が 倒れて、 

ゲ H ズ國民 は 政治 上の 獨立を 失 ひ、 西 唇 一 千 二百 七十 年から 西曆ー 千 八 百 五十 五 年まで アム ハラ 種族の サ p モン 王朝 

の 支配 をう ける ことと なった が、 ゲ H ズ， 語 は 存在 を 失 はず、 この 王朝 は アムハラ 語を國 語と した けれども、 文 學の用 

に はつねに ゲ H ズ 語が 用 ゐられ たから、 ゲ ェ ズ文學 は 却つ てこの 時に 榮ぇ たやう である。 ゲ ェ ズ 語の 繼續と 見る ベ き 

は 古い 首府 アクス ー ムの 附近で 用ゐら れるチ グリニ ャ語、 それより 遙 かに 北の方、 イタ リャの 植民地 エリ トレ ャ竝び 

に ダフ ラク 島に 行 はれる チグレ 語で ある。 チグレ 語 を 話す もの は キリスト 敎を 奉ぜず、 イスラ ー ムを 信ずる。 ッ アナ 

海の 南 及び 東南 地方で はセ ミト 人と ハ ミト 人と が 混合して しま つた。 アム ハ ラ 種族 はァ ム ハ ラ語を ハ ミト 人に 強要し 

たが、 ハ ミト 人から 受けた 影響 も 中々 多く、 ゲ H ズ 語に 似た アムハラ 語が 音韻に も、 語法に も、 著しく ハミ ト的 色彩 

を 加へ、 ことに 文章の 構造 は 全く ハ ミト 語と 異なる ところが なくなり、 語彙 も 半 數はハ ミト 語 を 借りる やうに なった。 

ァ ム ハ ラ 語の 遣 存は西 唇 第 十五 世紀 または 第 十六 世紀に 成 つ た 軍歌 を 最古と する。 ァ ム ハ ラ文學 は 大體に 於て 西曆第 

十七 f 紀 以後の ものである。 

アフリカの 北部、 東 は 紅海から 西 は 大西洋に 至る までの 廣ぃ 地域に 行 はれる ハミ ト語 とこの セ ミト 語との 間に、 ど 

れ ほどの 關 係が あるかと いふ こと は、 どうして もこ 、 に 一 言し なければ ならぬ と 思 ふ。 ハ ミトと いふ 名 も 舊約書 創世 


記 第 十 章に 由來 すると ころで、 古く はィ ギリ ス のニュ ー マン C 西暦 一 千 八 百 三十 年) や、 後れて は ドイツの ベ ン フ ァ 

ィ (西暦 一 千 八 百 四十 四 年) ト ネル (西暦 一 千 八 百 六十 年) ドイツの レプシウス (西曆 一 千 八 百 八十 年) ォ— スト 

リャ のフリ ー 卜リヒ • ミュレル (西 151 千 八 百 八十 七 年) ドイツの プレ ー トリ ウス (西曆 一 千 八" KT 丸十 三年) フラン 

ス のバセ ー (西曆 一 千 八 百 九十 四 年) ドイツの マイ ンホ ー フ (西暦 一 千 九 百 十一 一年) イタ リャの 卜 ム ベッティ (西 

曆 一 千 九 百 一 一十一 一年) ドイツの ド レク セル (西曆 一 千 九 百 一 一十 一 年 乃至 一 千 九 百 一 一十 五 年) フランスの 力 ー ン (西曆 

一 千 九 百 二十 四 年) 等の 研究に よつ て、 ハ ミト 語と いふ ものの 本體 もやう やく 明かに なった。 大別 すれば、 リ ビヤ か 

らべ ル ベリ ー 地方へ かけて 行 はれる タ マ シ ェ クと いふ 類と、 いは ゆる H チ オビ ャの 地に 廣く行 はれる クシ 卜 語と いふ 

類と に 分れる ので あるが、 これらの 言葉 は 確かに ある 程度まで セ ミト 語と 似た ところが ある。 もとより セ ミト l^i と ハ 

ミト 語との 間に は 多くの 深刻な 相異が あるが、 類似 もまた 著しい ので、 もし その 類似が 眞に 近緣に 基き、 轉來に 因る 

もので ない とすれば、 セ ミト 語と ハ ミト 語と は 歷史の 始まる 前す でに 久しく 分れて ゐ たもので、 ハ ミト 語 はかの ェジ 

プ ト語が 爾餘の セ ミト 語から 分れ 出た よりも も つ とずつ と 早く 分れ 出た ものと 認めざる を 得ない 譯 である。 セ ミト 語 

と ハ ミト 語と を 一 類と し、 Cliamito-semitiscii とい ふ 語 系 を 立てよう とする 學者 も少 くないが、 それ はセ ミト 語と ハ 

ミト |3 ぽ との 間に 存 する 多くの 著し い 類似 を眞に 近緣に 基く ものと 見る からで ある。 現今 ハ ミ ト語學 は 大いに 進んで は 

ゐ るが、 何とい つても なほ 不充分な 點が 多い。 タマ シ-ク は 古代 リ ビヤ 語の 繼繽 であると いふ 人が あっても、 何人も 

積極的に 反對 する こと はでき ない。 タマ シェ クは 現在 リ ビヤの 地に 行 はれる 言葉で あり、 古代 リ ビヤ 語 は その 名より 

して 古代 リ ビヤの 地に 行 はれた 言葉で ある ことが 認められ るから、 タマ シ _^ クは 古代 リ ビヤ. ば g の繼績 であると いふの 
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に は 少しも 無理がない。 古代 リ ビヤ 語と い. ふ もの はた、. - 固有名詞が 殘存 する のみで、 一 Im 葉の 性質 を 明かに する ことが 

できない から、， タマ シニ クは 古代 リ ビヤ 語の 繼續 であると い つ て も、 その繼綾でぁ^^とぃ ふことを證明する方法はな 

いので ある。 ハミ ト語學 の缺點 は、 この 語 系に 屬 する 言葉の 新ら しい 形式 だけし か 知る ことができな いので、 歷史を 

知る ことが 全く 不可能で はない にしても、 極めて 困難で あると いふと ころに ある。 現在の ところでは ハ ミト 語 系の 歷 

史 は暗黑 であり、 また 何時に なつ たら 明かになる であらう かとい ふ 見込 さ へ 立たない ありさま である。 すでに 言葉の 

性質 も、 歷史 もよ くわ かって ゐるセ ミト 一語と、 まだ やっと 言葉の 性質が 明かに なった だけで、 全く 歷史の 知れない ハ 

ミト 語と を ベ て、 その 二つの ものの 間に どうい ふ 系 圖的關 係が 存す るか を 研究し ようとい ふの は、 甚だ 當を 得ない 

と 思 ふ。 多くの セ ミチ スト は Chamito-scmitiscli とい ふ 語 系 を 立てようと いふ 說に贊 成せず、 セ ミチ ス ト にして 少 

くと もこれ を 早計な りと して 排斥し ない もの は 一 人 もない といつ てい. 

今日の ペルシャ 語 は雜揉 語で. あって、 その 語彙 は インド ョ "パ 語と 見做される ものと、 セ ミト 語と 見做される 

ものと が 殆んど 半々 とい ふ 姿で あり、 語法に 於て、 動詞の 人稱 語尾 は 單數第 一 人稱- ヒー- 第一 一人 稱 -I 第三 人 稱—， 

-ast 複數 第一 人稱 -T …第二 人稱 -Id 第三 人 稱-ョ 1<1 であつ て、 一 目 見た だけで も わかる やうに、 紛ふ 方な き インド ョ 

1 II てハ 語ぶ りで あるが、 生 格の 名詞 を 名詞に 結び付ける 方法 は、 生 格の 名詞 を 後に 置き、 前の 名詞に ー の 母 昔 を 添 

へ てった がりと する こと、 例へば kitrib-i  pisar 「少年の 本」 の ごとくで あるから、 むしろ ァラ ビヤ 文法 學に いは ゆる-一 


ビ Irlfa(t) の 構造、 もしくはへ ブライ 語に 於け る Stat ミ c-onstl.uctlls の 構造 を 思 はしむ る ものが あり、 また 人稱 後^ 

9.liE と いふ ものが あって、 名詞に 添へば その 領主 を 示し、 動詞に 添へば その 目的 を 示す こと、 例へば 

kit き ain 「私の 本」  一 ail 「あなたの 本」 kHnhns 「彼の 本」 kitrlha.ms-1- 「私共の 本」 kitrl.hat き 「あなた 方の 本」 kiu- 

rlgan 「彼等の 本」 zadam 「彼が 私 を 打った，」 zadat 「彼が あなた を 打った」 zadaS 「彼が 彼 を 打った」 zadamnn 「彼が 

私共 を 打った」 zadatr ョ 「彼が あなた 方 を 打った」 za(l;r"「m 「彼が 彼等 を 打った」 の ごとくで あるの も、 たしかに セミ 

ト語の 風と 思 はれる。 かやうな 譯 であるから、 今日の ぺ ルシ ャ語 は、 た それ を 眺めた だけで は、 インド ョ ー 口 ツバ 

語 系に 屬 する ものな のか、 セ ミト 語 系に 屬 する ものな のかの 判斷 はっかない。 ことに 今日の ベ ル シ ャ 語 は 文法 上の 諸 

形式が 殆んど 全く 磨り 滅 されて ゐて、 動詞の 人稱 語尾 だけ はどうに かま だ殘 つて ゐ るが" 名詞の格 語尾な ど は 影 も 形 

も なくなつ てゐる ありさま なので、 一 署判斷 が 困難になる。 今日の ぺ ルシ ャ 語に は Qius  を 示す のに -n—l 

とい ふ 後 綴 を用ゐ るが、 この- は 中古 ぺ ル シ ャ 語た るべ フ ラヴ ィ ！■ では nly 古代べ ルシ ャ 語で は rrldiy といった 

前置詞が その 本來の 性質 を 失つ て、 語助の やうな 役目 をつ とめる やうに なつ たもので、 ぺ フ ラヴ ィ ー 時代に は 時と し 

てあら はれる とい ふ 程度で あつ たのが、 新べ ルシ ャ 語の 時代に たつ て 初めて 慣用の 言 ひ 廻し となった ので あるから、 

この n-i とい ふ 後 綴 は 古代 ペルシャ 語の 璺 富なる 名詞の格 語尾と は 何の 關係 もない ものである。 名詞の 性 を 示す 語尾 

も なくなった。 男女 雌雄 の^は それぞれ^の 單語を 以て あら はす か、 女 雌雄 をい ふ單 語と 組み立てて 一： 小す のみ。 そ 

して 文法 上の 性の 區別 (Genus) とい ふ もの は、 すでにべ フ ラヴ ィ ー 時代に 消え失せて、 今日の ぺ ルシ ャ語も そのご 

とくで ある。 名詞の 複數を 示す に は 生命が あると 考 へられる ものに は -rtii 爾餘の ものに は -hri の 後 綴 を 以てする。 こ 
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の -ゅ n は 古代 ペルシャ 語の 複數生 格の 語尾 -ゅ mm に由來 する もので、 すでに ぺフ ラヴ ィ ー 時代に 起り、 その 時代に 

はこの ュざ をつ ける のが、 複數を 示す 最も 普通の 方法であった。 は 由來を 異にする が、 これ また ぺフ ラヴ ィ，' 

時代に 起った もので、 初に は 極めて 限 局され た單 語に のみ 添うた ものであるが、， 新 ペルシャ 語の 時代に なって は、 無 

生物 を さす 單 語の すべてに 適用され る やうに なり、 今日に 至って は、 往々 にして 生物 を さす 單 語に も用ゐ られ、 人 を 

さす 單語 にさへ も 用 ゐられ る やうに なつ た。 かやう に 文法 上の 諸 形式が 磨り 滅 されて ゐ るので、 ぺ ルシ ャ 語の 眞の姿 

は 今日の ペルシャ 語 をい かに 長く 眺めて ゐて も、 到底 これ を 知る ことができない。 これ を 知る に は歷史 の硏究 によら 

ねばなら ぬが、 幸に して ペルシャ 語の 中古 を 代表す る ものに はべ フ ラヴ ィ ー、 。ハ ー ゼ ンド、 パ ー ルシ I が あり、 その 

上古 を 代表す る ものに は 古代べ ルシ ャ 語と ァヴ ス タ語 とが あ つ て、 歷史の 研究に は 必要な 村 料が 充分に ある。 つ い 

• でに いふ、 古代 ペルシャ 語と いふ. の は ァケメ ネス 王朝の 金石文 字に 殘る 言葉で あり、 ァヴ エスタ 語と は 大聖 ザ ラス シ 

ュ トラの 敎義 を記錄 した 經典 によつ て 傅 はる 言葉で ある。 歷史を 研究 すれば、 今日の ぺ ルシ ャ 語に は、 昔 韻に 於ても 

語法に 於ても、 語彙に 於ても、 また 構文の 法に 於ても、 古代 ペルシャ 語 もしくは ァヴ， - スタ 語から 傳 はった ものの 少 

からざる ことが 知られ、 今日の ぺ ルシ ャ 語に 於て 甚だ 有力で あ つ て、 殆んど その 語法の 根本 をな すかと も 思 はれる 形 

式に して、 しかもべ フ ラヴ ィ ー に は 全く 存 せざる もの も あり、 またべ フ ラヴ ィ T に は 遡る ことができても 古代べ ルシ 

ャ語 ゃァヴ . スタ 語な どに は 全く 見る を 得ない もの も ある ことが 知られる ので、 今日の ぺ ルシ ャ語は 古代べ ルシ ャ語 

ァヴ - ス タ 語の 正統の 子孫で あつ て、 ぺ フ ラヴ ィ ー の 時代に 著しく ァラ マ ィ 語の 影響 を 受け、 さらに 新べ ル シ ャ 語の 

時代に 入つ て 大いに ァ ラビ ャ 語の 感化 を 蒙り、 今日 見る がごと き 姿 をな すに 至 つ たもので あると 論斷 する ので ある。 


われわれが ペルシャ； 丄 i を インド ョ ー n  ^ パ語 系の 一 つの 首 葉で あると する の は、 實 にかくの ごとき 歷史 の斫究 によ ゥ 

て 致さ， e た 論斷を 基礎と する ので ある こと を 忘れて はならない。 . 


ぺ .ル シ ャ 語の 外 西 アジ ャの 地に 於て 行 はる、 言葉で、 インド ョ ー 口 ッ パ語 系に 屬 する ものに は、 東に ァフガ ー ニス 

タ I ンに行 はる、。 ハ シュト ー、 バル ー チスタ ー ンに行 はる、 バル ー チ、 西に クル ディ スタ ー ンに行 はる、 ク ルド 語が 

あり、 これら はべ ルシ ャ語 とともに 一 圑を なし、 名 づけて ィ ー ラ ー ン語 群と いはれ る。 その 西北に は アル メ  二 ャ語群 

が あ つ て、 今 は 東 アル メ  二 ャ語、 西 アル メ 一一  ャ語の 二つに 分れる。 小 アジ ャ 半島の 海 波に ひたさる、 ところに は、 ギ 

リシ ャ 人の 移り 住む ものの 多き こと、 今 もな ほ 古と 異なる ところな く、 そこに は ギリシャ 語が 行 はれ、 これ は 训にギ 

リシ ャ語 群と いふ もの を かたち 造る。 今日 西 アジ ャの 地に 生存す るィ ンドョ 1 口 ツ パ語 系の 言葉 は 左の ごとくで ある ( 

ィ ー ラ ー ン語群 

新 ペルシャ 文語 
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ァ ルメー 一  ャ語群 

西ァ ルメー ーャ； <^r=r、 

東 アル メニ ャ語 § 一 エフ パク、 黑 海の E 濱 

ギリシャ 語 群 

\i=-.f 1 \ ャ 吾 〇 小 アジ ャ、 シリャ 、パレスチナ、  - 

^キリシ if エジプト などの 沿岸 地に 行 はれる 

ィ， I ラ ー ン語 群の 中 最も 古い 遣存の あるの はぺ ルシ ャ 語で、 それ は 古代べ ルシ ャ 語と ァヴ スタ 語と である。 古代べ 

ルシャ 語 は ペル シス 地方の 言葉で、 ァケメ ネス 王朝の 宮廷 語で あり、 ァヴ" スタ語 は宗敎 上の 言葉で あるが、 ともに 

西部 ィ ー ラ ー ンの 言葉で ある。 ス キタイ 語と いはれ るの は、 北部 ィ ー ラ ー ンの 言葉で あらう。 古代べ ルシャ 語に はダ 

リャヮ フシ 一 世の 登極 (西膀 紀元前 五 百 二十 一 年) から アルタ フシ ャ ー ルシ ャ三 せの^ 落 (西曆 紀元前 三百 三十 八 年) 

に 至る までの 楔形 字 を 以て 記した 碑 記が ある。 ァヴ - スタ語 は 古代べ ルシ ャ の 大聖 ザ ラス シ ュ トラの 敎義 を記錄 した 

經典 によ つ て 今に 簿 はる 言葉で あ つて、 これ は ブラフ マ ー ナの 手に よって 傳 はる サン スク リト、 ラビの 手に よって 傳 


はるへ ブライ 語と 同じ やうに 考 ふべき ものである。 ザ ラス シ ュ トラの 經典 は、 普通に はァヴ スタ とい ふが、 古い 形 

は Avi-stak であ つ て、 これ は 原典 を 意味し、 これ， が 註疏た る zend と い ふ 部分と 合せて、 Avistak  va  zcnd と 呼ば 

. ^た。 それが ョ ー 口 ツバの 學界 では いつしか Zend-Avesta とい ひ 誤る やうに なり、 さらに 誤って この 言葉 を ゼンド 

語な どと いふ やうにまで なった。 もとよりよ ろしくない。 ァヴェ スタ 語と いへば、 まだし もで ある。 この 言葉の 起つ 

た 土地 を 研究して バ ク トリ ャ であらう とし、 古代 バ ク トリ ャ 語と いふが い、 とい ふ 人 も あるが、 今日で はザラ ス シ ュ 

ト ラ の鄕 土をバ ク トリ ャと 見做す のに は贊成 者が 少く、 多く は 西方、 、ことにべ ル シ ス の 地で あらう とい ふので あるか 

ら、 ァヴ，^ スタの 言葉 を 古代 バク トリ ャ語 などと いふ 譯には 行がない。 やはり ァヴュ スタ 語と いって 置く 外 は ある ま 

い。 ァヴ，^ スタの 中に 十七 篇の 古歌が あり、 これ を その 言葉で ガ ー サ ー とい ふ。 これらの 古歌の 書かれた 言葉 をガ I 

サ，' のァヴ -スタ 語と いひ、 これに 對 して ァヴ， - スタの 他の 部分の 書かれた 言葉 を 近ァヴ スタ 語と いふ。 これらの 

言葉の 引きつ： > きと 見るべき ものが アル サケス 朝 及び サ ー サ ー ン 朝に 至つ て、 主として 文學の 言葉と なつ た。 その 言 

葉 は 今日で はずつ と 新ら しい 時代の もの だけし か 知られ なくなって ゐる。 これが ぺフ ラヴ ィ ー である。 ぺフ ラヴ ィ ー 

はすな はち パル チヤの 言葉で ある。 その 言葉 は アラマ ィ 語の 影響が 頗る 多く、 アラマ ィ 文字 を 以て 書き、 アラマ ィ； 措 

を 一種の ィ.、 テオ グラムと して 用ゐ、 それ をす ベて ペルシャ 語の 訓で讀 むこと、 我國で 「松」 と 書いて、 これ を國 語の 

訓で 「マ ッ」 とよみ、 「山」 と 書いて、 これ を國 語の 訓で r ャ マ」 とよむ がごと きもので ある。 こ の 書き方 は 困難な ので- 

後に 至って は それ を 克服して、 專ら音 を寫す やうに した。 その ァヴ -スタ 文字 を 用ゐる もの をパ， ー ゼンド とい ひ、 そ 

のァ ラビ ャ 文字 を 用ゐる もの を。 ハ ー ルシ ー とい ふ。 ぺフ ラヴ ィ ー の 引きつ きが 新ぺ ル シ ャ 語で ある" 新べ ルシャ 語 
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に は 西 第 九 世紀に 始まる 文學が ある。 この 言葉 は それから ずっと 今日に 至る まで 大 なる 變化を 見ない。 ぺ フ ラヴ ィ 

1 に アラマ ィ 語の 影響の 著し か つ たこと は、 前に 述べ た ごとくで あるが、 その 影 饗を存 した ま 、新べ ル シ ャ 語 は 徹底 

的に ァラ ビヤ 語と 混じた ので あるから、 新べ ルシ ャ 語の 中の セ ミト 語の 成分 は 殆んど その 半を掩 ふの も、 また 當 然と 

いはねば ならぬ。 今日の ぺ ルシ ャ語 が雜糅 語で あるの は、 實 にかくの ごとき 歷史 によるの である。 クルド 語 はべ ルシ 

ャ と トル コ と を 分つ 山地の 言葉で あるが、 この 言葉 を 話す 民の 遊牧 的 性質 はこの 言葉 を 四方に ひろげた。 すな はち 北 

は 口 シャ領 アル メ  ニヤの H リヴァ ン 及び カル ス あたりまで、 西 は キリ キ ャに 至り、 シリャ にも 及び、 東 は 中部べ ル シ 

ャ、 ホラ ー サ， I ン より ァフガ ー ニス タ ー ン に 至る までの 地に も 行 はれる。 この 言葉 はべ ル シ ャ 語と はよ ほど 隔 りが あ 

る。 東部 ィ ー ラ ー ン の 地に 行 はれる 言葉 はパ シ ュ ト ー、 バ ル ー チ語、 ォセ ー チ語 である。 パ シ ュ ト ー は ァフガ ー 二 ス 

タ，' ンに行 はれ、 かなり 璺 富な 文學が ある。 この 言葉 は ペルシャ 語な どよりも 語尾の 變 化がず つと 璺富 である。 動詞 

の人稱 語尾 は 單數第 一 人稱 -am 第一 一人 稱 第三 人稱 -ai 複數第 一 人稱 -fi 第一 一人 稱 -al 第三 人稱 -I であ つ て、 こ 

れ は^に 取り立て 、いふ ほどの こと もない が、 名詞に 男性 女性の 別が あり、 複數の 語尾 も 男性 女性の 別に 從っ て 異な 

り、 格 は Casus  ^^0^-,-.^ と Casus  obliqmis と を 語尾に よつ て區训 し、 その Casus  obliquus の 形に 前に da とい ふ 

語助 を 添へ て 生 格 を 示し、 後置 詞 1? lara;  ta,  vata を 添へ、 または この ta,  vata とともに、 或は 單獨に 前置詞 im 

を 添へ て 與格を 示し、 前置詞 la,  tar,  da を 添へ て 奪格 を 示し、 もっとも この場合に は na とい ふ 後置 詞をも 添 ふる 

こと あり、 前置詞 pa を 添へ て 處格を 示す の は、 注意すべき ことで ある。 例へば \ar  r 山」 とい ふ 名詞の 生 格 は、 そ 

の Casus  obliquus たる とい ふ 形の 前に、 き と， いふ 語助 を 添へ て、 da  T/ra とする ので ある。 で 「山の 石」 と 


いふに は、 「石」 f^xar と い ふ 名詞 を 「山の」 da  ； zra- の 前に 置いて、 sxar  (U  rs- といへば い、 の である。 この da と 

いふ 語助 は、 一目 見たところ では、 前置詞の やうに 見える けれど、 實は關 係 代名詞 t.ya の變 形に 外ならぬと いはれ、 

クルド 語な どで は、 この場合に f-ya とい ふ 形が その ま、 用 ゐられ る ことがある とい はれる。 ペルシャ 語の 名詞と 名 

詞とを 結び合せる .1 の ごとき も、 文法 家 は 古い 關係 代名詞 liya に由來 する ものと 說 明す るので ある。 附加 語た る陪 

詞は附 加せられ る 名詞の 性、 數、 格 (casus  rectus と Casus  obliquus と) に 於て 一 致す ベ く、 從っ て 附加ー S たる 陪 

詞 はつねに 八つの 形式 を 作る 譯 である。 かくの ごとき こと はべ ル シ ャ 語な どに はない ことで、 ペルシャ 語なら ば、 名 

詞と附 加 語た る陪詞 との 結合 も. 名詞 を 前に 置き、 それに ー を 添へ、 後に 附加 語た る 陪詞を 置く こと、 例へば pisar-i 

xfll) 「美しい 少年」 の ごとく、 たと ひ 名詞が 複數 になっても、 陪詞の 形式 は變る ことなく、  pisal.an-i  XI-1-) 「美しい 少 

年た ち」 とい ふので ある。 か 、る點 に 於て、 パ シュト ー は ペル シ ャ語 などより よほど アル 力 イクで ある。 バ ル ー チ語 

は 南はォ マ ー ン海、 東はィ ン ド 河に 沿うて ダラ • ガジ •  、ノ ー ン に 至る まで、 北はレ ギスタ ー ン の 沙漠 を 越えて ヒ ル メ 

ンド 河の 流域に 及び、 西はメ クラ ー ン 及び セ ル へ ドの兩 高原 を 包括す る 地域に 行 はれる。 すな はち バ ル ー チ スタ ー ン 

インドの 西邊の 地、 ァフガ ー ニス タ ー ンの 南邊、 ペルシャの 東南 邊、 いは ゆる ペルシャ 領 バル ー チスタ ー ンに行 はれ 

るので ある。 この 地域の 屮 部に は ドラ ビダ 語 を 話す ものが 住んで ゐて、 バ ル ー チ語を 話す もの は 南北 一 一派に 區別 せら 

れる。 これによ つて バル ー チ語も 南北 二方 言に 分れる。 いづれ も 相 去る こと 遠からず、 極めて ペルシャ 語に 近い。 動 

詞 の人稱 語尾の ごとき は、 よくべ ル シ ャ 語に 似て ゐる。 陪詞の 比較級の 語尾な どもべ ル シ ャ； S を 思 はしめ る。 名詞に 

Casus  rectus と cags  ol 二 iqiius との 區训が あるの は、 ちょっと パ シ ュ ト ー の やうで あるが、 名詞に 男性 女性の 別 もた 
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ければ、 附加 語た る 陪詞と 名詞との 一致と いふ こと もな いのは、 ペルシャ 語に 似て ゐる。 ォセ ー チ語は 中部 カフ カズ 

地方に 行 はれる 言葉で、 その 文法 はべ ルシャ 語な どと はよ ほど 隔 りが ある。 

巾古ィ ー ラ I ン 語の 一 つに ソグド 語が ある。 これ は 三十 年來中 アジ ャの 地に. 於て 行 はれた 發 掘の 結果 知らる、 に 至 

つた 言葉で ある。 讀み 得た 碑文の 文字 は アラマ ィ 文字の 流 を 汲む ものであるが、 ぺフ ラヴ ィ ー 文字と はちが ふ。 西曆 

第 八 世紀より 第 九ま紀 までの ものが 大部分で あるが、 古い もの も 皆無で はなく、 西曆 紀元の 頃の もの も ある。 ソグド 

語の むかし 文化 語と して 演じた 役割の 大 なること は、 滿洲の カラバ ルガ ス ンの 地に ある 一 つ の 碑が 三つの 言葉 を 以て 

書かれ、 その 一 つが ソグド 語で ある ことによ つ て も 知られる と 思 ふ。 ソグド 語 は 北東 ィ ー ラ I ン語 ともい ふべき もの 

である。 なほ トル キス タ ー ンの 地で行 はれた 發 掘はホ ー タ ー ン 地方の 佛敎 徒に 用 ゐられ た 一 つの ィ ー ラ ー ン語を 明か 

にした。 それ はサカ 語で ある。 サカ語 は東ィ ー ラ ー ン語 ともい ふべき ものである。  . 

ァ ルメー 一  ャ語 群に 屬 する のはァ ル メ  二 ャ 語で、 これお 西曆 第五せ 紀に 成る 遺存が ある。 古代 フリ ギヤ 語 はこれ に 近 

いものら しい。 もっとも 古代 フリ ギヤ 語 は 遺 存が極 少しし かないので、 古代 フリ ギヤ 語と アル メ  二 ャ 語との 關係を は 

つきり させる の は、 極めて 困難で ある。 アル メ  ニヤ 語で、 古く 文學の 用に 供せられ たもの は、 西部の 言葉 を 本と する 

もので、 いは ゆる 雅語で ある。 これが 宗敎 語、 學 術語と なった ので ある。 古代 アル メ  ニヤ 語と いふの はこれ である。 

古代 アル メ  二 ャ， 語 は 西暦 第 十 一 世紀まで 存 する。 その 次が 中古 アル メ  二 ャ語 であるが、 この 時代の 一 百 葉 はたぐ キリ キ 

ャの言 葉 だけが 文學の 用に 供せられ た。 その 遣存は 至って 少ぃ。 近代 アル メ ニヤ 語 は 西暦 第 十五 世紀に 始まり、 こ . - 

に 至つ て 古くから あ つ た 東部の 言葉と 西部の 言葉との 相違が は つ きりした。 も つ とも 共通の 文語と いふ もの も發 達し 


て、 兩 部の 統一 に は 役立つ てゐ る，。 

ギリシャ 語 群に 属する ギリシャ 語 は 今 も 小 アジ ャの 沿岸、 小 アジ ャ、 シ リャ" パレスチナ、 H ジブ ト等 にある 商業 

都市に 土着す る 多 數のギ り シ ャ 人に 話される。 この 言葉 はずつ と 古く は 多くの 方言に 分れて ゐ たもので ある ことが 碑 

文に よ つ て 知られる。 碑文の 言葉 は 詩歌の やうに 作つ たもので なく、 方言 を その ま、 書いて ゐ るからで ある。 西曆紀 

元 前 一 千年から 同 三百 年までの ギ リシ ャ の 諸方 言 は、 ィォ ニヤ • ァ ツチ 力、 ドリ ャ、 西北 (H ピロス、 ァ カルナ ニヤ、 

アイト リャ、 口 クリス) H リス、 アル 力 ヂャ. キュプロス、 H オリ ャ、 パンフ イリヤ 等で ある。 西曆 第五 世紀に 共通 

語が 成立した。 これ をコ イネ— とい ふ。 文法 は 主として アッチカ 風、 語彙 は 主として ィォ ニヤ 風で あつたが、 これが 

勢 を 得て、 自然の 地方 語 は 滅びて 行 つた。 た 昔の ラコ 二 力の 地に あった 一 方言が 今日な ほパ ル ノン 河畔に ザコ ニヤ 

として 殘 るの を 見る だけで ある。 中古 ギリ シ ャ語は 西暦 第 十 一 世紀から 第 十六 世紀までで、 西曆第 十六 世紀から 近 

代 ギリシャ 語が 始まる。 

アジ ャの インド ョ ー 口 ッ。 ハ語の 一 . つ として 忘るべからざる ものに トカラ 語が ある。 トカラと いふ 名 は スト ラボ ー ン 

の 地理 書に も 見え、 インドの 書に も 見え、 シナの 書に も 見えて、 人の 知る ところで あつたが、 これにつ いての 詳しい 

こと はわから たか つ た。 西 麿 第一 一十 世紀の 初に 東 トル キ スタ ー ンに 於て 行 はれた 發掘 によ つ て 出て 來た 書き ものに 用 

ゐられ てゐる 言葉に この 名 を 負 はせ る やうに な つ てから、 この 古來 知られて ゐた トカラと いふ 名が はじめて 有意義に 

たったの である。 この 東 トル キス タ ー ンの 地で 發 見され た 言葉 を 卜 カラ 語と 呼ぶ やうに な つたの は、 發 掘され た 書き 

ものの 中に Maitreya-sams を この 言葉に 譯し たものと、 ウイグル 語に 譯し たものと が あり、 いづれ も斷片 である 
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が、 この 言葉に 譯し たものに は譯者 自ら その 题筌に \^libhi.l§ika  A.RYACAKDRA と署 し、 ウイグル 語に 譯し たものに は 

rVaibazaki  Ariacintri によって •：：• インドの 言葉より toxri の 言葉に 譯 された る 本に 據る」 と あるので、 この 言葉 

を ウイグル 人が toxri- と 呼んで ゐ たこと が 知られた からで ある U この 言葉 を トカラ 語と 呼ぶ ことに は、 その後 も 異論 

がないで はなかった が、 研究の 結果、 今日で はも はや 異論 はなくな つた。 この 言葉 は インド 傳來の 文字で 書かれ、 そ 

の 內容は サン スクリ ト文學 の 影響が 著しく、 從 つて 按讀も そんなに 困難ではなかった。 その 書き もの は醫 術に 關 する 

ものと、 佛 敎に關 する ものと であ つて、 その 一部 は サン ス クリト からの 飜譯 であ つ た。 この 言葉 は 一 一つに 區 別せられ、 

一つ を トカラ A、 一つ を トカラ B と 呼ぶ ので あるが、 トカラ A は トゥルファン の 言葉で、 これ を 卜 ウルフ アンの トカ 

ラ語 とも、 また ト ウルファ ン語 ともい ひ、 トカラ B は クチャ の 言語で、 これ を クチ ャ の トカラ 語と も、 また クチ ャ 語 

ともい ふ。 た^し 段々 研究 を 加へ て 行く と、 トカラ A だけが 眞の トカラ 語 を 以て 目すべき もので、 B は トカラ 語で は 

ない とい ふこと も わかった。 この 言葉 は インドの 言葉に も 近から ず、 ィ ー ラ ー ンの 言葉に も 近から ず、 アル メ  ニヤの 

言葉に も 近から ず、 却って ギリシャ 語と は 一脈相通ずる ものが ある。 しかも ギリシャ 語 群な どと 相； g んでー つの 獨立 

の 語 群 を 形づくる ものなる ことが、 やう やく 確 めら る、 に 至 つ た。 この 言葉 はた 地中から 掘り出された 書き ものの 

上に のみ 見え、 もはや これ を 用 ゐる民 はない ので ある。 しからば この 言葉 は いづれ の 時代に 實 際に 人の 口に 上 つ てゐ 

カラ ワン 

たもの かとい ふに、 それ も 詳しく はわから ず、 た f クチャから 出た 書き ものの 中に 旅隊 に附與 せられた 通行 免 狀がぁ 

つて、 それに Suvarnatc3 とい ふ 王の 名が 見え、 この 王 は シナの 史籍に よれば 西 唇 第 七せ 紀の 前半に この 地 を 支配し 

てゐ たもので ある ことが 知られる から、 少く とも クチャ の 言葉 は 西暦 第 七 世紀の 前半に この 地に 實際行 はれて ゐ たも 


のと 認め ると いふ だけで ある。 從ゥ て このず 葉の 死滅した 時代の ごとき も見當 がっかな いひ 

アジ ャの インド ョ ー " ツバ 1^1? の 一 つと して 忘るべからざる ものに は、 なほ ハ ッ チの 言葉が 數 へられる。 ハ ッ チ國民 

の 用ゐた 言葉 は ハ ッ チ語、 プ ロト ハツ チ語、 ル ー ャ語、 フリ 語の 四つに 分れる が、 その 中で ハ ッ チ 語と ル ー ャ語 とが 

インド ョ —  口 ツバ 語に 屬す るので ある。 ハ ッ チ語、 ル I ャ 語はィ ー ラ ー ン語群 や アル メ  二 ャ語 群な どに は 遠く、 むし 

ろギ" シ ャ語 群な どに 近いと いふ ことで ある。 

今日の トルコ 語は雜糅；^！？でぁる。 ィ エリ I チ ユカの い ふところ によれば、 トルコ 語に は カバ • トルコ 語、 オルタ • 

トルコ 語、 フ アシフ. トルコ； 諧の 三階 段が あり、 カバ • トルコ 語と いふの は、 普通の トルコ 人の 用ゐる 言葉で、 ァラ 

ビヤ 語、 ペルシャ 語 を 混ず る こと 甚 しからず、 用 ゐられ るァラ ビヤ 語、 ペルシャ 語 は 殆んど トルコ 語と 同化した もの 

ばかりで あると いふ 程度で あると いはれ、 オルタ • トルコ 語 は學識 ある 階級に 話される 言葉で、 かなり 廣ぃ範 圍にァ 

ラビ ャ語、 ベ ルシ ャ語が はい つ てゐる もので あり、 フ アシフ. トル コ語は 洗練され た 上品な 言葉で あつ て、 同時に 詩 

歌の 言葉で あり、 ァラ ビヤ 語、 ペルシャ 語 を 加 ふること に、 殆んど 制限が なく、 時として は始 から 終まで 殆んど 全く 

ァラビャ；^§とぺ ルシ ャ語 とであって、 僅かに 關係を 示す 語、 主たる 動詞 だけが トルコ 語で あると いふ やうな 文 さへ あ 

ると いふ。 フ アシフ. トル コ 語の 上乘な ものに なると、 學識 ある トル コ人 でも、 辭 書と 註釋 との 力に よ つて やっとの 

ことで 了解 するとい ふので あるから、 どんな もので あるかが わかる であらう と 思 ふ。 フ アシフ • トル コ語 など はこ \ 
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で 問題に する に は 及ばない。 最も 普通な カバ • トルコ 語で さへ、 ァラ ビヤ 語、 ペルシャ 語の 混入 は 殆んど 半に 達して： 

ゐ るので ある。  一 

-  にしみ なみ  j 

トルコ 語 系に 屬 する もので、 西南 アジ ャの 地に 行 はれる もの は、 かなり 多く、 これ を 類別 すれば、 數箇の 目 を 作る 

ことができ るが、 今 こ 、に は これ を 略す ことにする。 

トル コ語 系と いふの は、 ボス 二 ャ から シ ベリ ャの東 北部まで を 包括す る廣ぃ 地域に 行 はれる 言葉で あ つて、 トシ コ. 一 

語、 タタ ー ル語、 キル ギス 語、 ャク ー ト語 などと 呼ばれる 言葉の 群 をい ふ。 トルコ 語 系 は 二つの 部分に 分れる。 一つ 

は S トルコ 語で あり、 他 は J トル コ語 であるが、 s トル コ 語と いふの は、 ャク ー ト 語と チ ュ ヴ ァ シ 語と であ つ て、 こ 一 

こに は關 係がない。 ついでに いふ、 ャク ー ト 人はレ ナ 河の 流域 を 中心として、 東はコ リマ 河に 及び、 西はハ タン ガ灣 

に 至る までの 地に 住む 種族で あり、 チ ュヴァ シ人は カザ ン、 ァ ス トラ ハ ン に 住む 種族で ある。 J トル コ語を 話す もの 一 

は、 アルタイ 山中の 小 部落の 民、 その 西に トポル 人、 バ ラバ • タタ ー ル人、 東ト ルケ マタン 人、 ¥ アジ ャの キル ギスー 

人、 ゥズ ベタ 人、 カラカルパク 人、 サルト 人、 チュルク メン 人、 南 カフ カズに クミ ュク 人、 カラ チヤ エル 人、 ノ ガイ 

人、 カザン、 ィ H カテ リン ブルク、 サ マラ、 オレン ブルクの 地に カザン 人 及び 他の タタ， I ル人、 クリム 半島に クリム 

タタ ー ル人 などが ある。 

現存の J トルコ 語 中、 最も 重要な もの はォス マ ンリ . トルコ 語で、 これ を 話す ものが 約 干 三百 萬 人 あり、 その 文語 一 

は 西暦 第 十四 世紀の ものから ある。  一 


个 《  *t ス 


巧 和 十 1 年 七 Hr 十日 印刷 

昭和 十 1 架 七 H- 十五 a  0 行 


聽 東洋 思 5- 

第 十七 SB 本 


所 

有 

權 

菜 京 市 》fflB 1 ッ！ I 


»3 岩波 茂 雄 

爽 京 市砷田 

B  S  精 與 肚 


1 

ふ 


發行所 1  ッ *g 岩波 書店 


